
主な内容
平成25年度町政執行方針‥‥‥‥‥‥

平成25年度教育行政方針‥‥‥‥‥‥

美留和線がもっと便利に‥‥‥‥‥‥

役場の組織・機構が変わりました‥‥

住宅建設促進事業を改正します‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「希望を胸に新たな旅立ち」
３月15日に行われた弟子屈中学校（吉田亨校長）の卒業式での１
コマです。式終了後、在校生や先生方の見送りを受け、親しん
だ学びやをあとにしました。新しい春が始まります。

（関連記事20～21ページ）
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私
は
、
昨
年
12
月
か
ら
４
期
目
の
任
期

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
３
期
12
年
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

や
子
育
て
な
ど
の
福
祉
政
策
、
本
町
の
２

大
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
に
関
す
る

政
策
の
ほ
か
、
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め

の
環
境
政
策
な
ど
に
力
点
を
置
き
、
財
政

の
健
全
化
に
配
慮
し
な
が
ら
町
政
執
行

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
町
民
皆
さ
ま
の
安
全
で
安

心
し
た
暮
ら
し
を
確
保
す
べ
く
、
弟
子
屈

中
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
を
含

む
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
ほ
か
、
快
適
な

住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
公
営
住
宅
の

建
て
替
え
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
ソ
フ
ト

面
で
は
、
観
光
客
を
お
も
て
な
し
の
心
で

お
迎
え
す
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

や
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
各
種
施
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　
各
種
施
策
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
議

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
町
民
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
あ
ら

た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ま
と
の
信
頼

関
係
を
深
め
な
が
ら
、
特
色
の
あ
る
行
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼�

環
境
保
全
と
地
域
振
興
の
結
び
付
け

を
目
指
し
た
、
摩
周
湖
に
関
す
る
調
査

研
究
の
継
続
と
情
報
の
発
信
。

▼�

屈
斜
路
湖
魚
類
資
源
の
保
全
、
利
活
用

の
た
め
の
、
湖
水
の
水
質
調
査
や
魚
類

の
放
流
事
業
の
継
続
。

▼�

屈
斜
路
湖
魚
類
保
護
や
遊
漁
利
用
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
、
関
係
機
関
、
団

体
と
の
協
議
。

自
然
資
源
の
有
効
活
用

▼�

自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
。

▼�

冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
冷
房
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
と
、
児
童
生
徒
の
環
境
教
育
へ
の

活
用
。

▼�

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

に
向
け
た
支
援
や
協
力
の
実
施
。

環
境
負
荷
の
低
減

▼�

資
源
分
別
の
徹
底
と
ご
み
の
削
減
対

策
と
周
知
の
推
進
。

▼�

釧
路
広
域
連
合
で
処
理
し
て
い
る
可

燃
ご
み
の
安
定
処
理
。

雇
用
・
新
産
業
の
創
出

▼�

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
離
職
者

の
雇
用
と
、
民
間
企
業
の
新
規
雇
用
促

進
事
業
の
推
進
。

▼�

町
単
独
の
緊
急
雇
用
支
援
事
業
の
継
続
。

▼�

通
年
雇
用
が
可
能
と
な
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
の
資
格
取
得
支
援
制
度

の
継
続
実
施
。

農
業
の
振
興

▼�

農
業
経
営
の
維
持
・
安
定
を
目
指
し
た

継
続
的
な
基
盤
整
備
、
担
い
手
の
育
成

と
確
保
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
へ
の

対
応
。

▼�

酪
農
・
畜
産
に
お
け
る
、
耕
畜
連
携
に

よ
る
域
内
自
給
飼
料
の
確
保
と
、
生
乳

　平成25年第１回町議会定例会が３月５日か

ら８日まで開かれ、平成25年度予算案などが審

議されました。

　德永町長が行った町政執行方針と、小林教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

平成25年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

生
産
基
盤
の
強
化
。

▼�

農
業
実
習
生
の
受
け
入
れ
の
継
続
支
援
。

▼�

新
規
就
農
希
望
者
の
研
修
や
各
種
支

援
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
。

▼�

多
様
な
農
業
経
営
体
づ
く
り
に
向
け

た
研
究
の
推
進
。

▼�

小
中
規
模
で
も
営
農
が
継
続
で
き
る

体
制
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

家
畜
ふ
ん
尿
の
臭
気
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
調
査
検
討
の
推
進
。

▼
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
実
施
。

▼�

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
の

継
続
実
施
。

▼�

畑
作
に
お
け
る「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

の
継
続
・
改
善
要
望
。

▼�

新
た
な
作
物
導
入
に
よ
る
経
営
形
態

の
見
直
し
。

▼
輪
作
体
系
の
確
立
。

▼�

摩
周
メ
ロ
ン
、
摩
周
そ
ば
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
。

▼
環
境
に
配
慮
し
た
土
づ
く
り
の
支
援
。

▼�

地
元
産
ワ
イ
ン
の
製
品
化
に
向
け
た
、

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
面
積
の
拡

大
。

▼�

農
道
整
備
や
公
共
牧
場
整
備
な
ど
の

国
営
・
道
営
事
業
の
計
画
的
な
推
進
。

▼�

摩
周
パ
イ
ロ
ッ
ト
線
道
路
改
良
事
業
、

第
３
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
継
続
実
施
。�

林
業
の
振
興

▼�

町
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
森

づ
く
り
の
推
進
。

▼�

国
の
基
金
事
業「
森
林
整
備
加
速
化
・
林

業
再
生
事
業
」な
ど
を
活
用
し
た
林
業

専
用
道
整
備
の
継
続
実
施
。

▼�

町
有
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
町
有
林
造
林
事
業
の
継
続

実
施
。

▼�「
林
業
多
目
的
セ
ン
タ
ー
」を
活
用
し
た

木
育
行
事
の
実
施
。

商
工
業
の
振
興

▼�

域
内
の
消
費
増
に
向
け
た
支
援
や
空

き
店
舗
の
利
用
促
進
な
ど
、
商
店
街
の

活
性
化
の
推
進
。

▼�

中
小
企
業
の
経
営
安
定
や
設
備
投
資

に
向
け
た
融
資
制
度
の
支
援
枠
拡
大
。�

観
光
の
振
興

▼�

域
内
で
の
滞
在
時
間
を
増
加
さ
せ
、
宿

泊
と
消
費
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
。

▼�

訪
日
外
国
人
の
誘
致
と
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
。

▼�「
全
国
源
泉
か
け
流
し
温
泉
サ
ミ
ッ
ト
」

を
契
機
と
し
た
、
選
ば
れ
る
観
光
地
を

目
指
し
た
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
。

▼�

町
民
宿
泊
促
進
支
援
事
業
の
継
続
実

施
。

▼�

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
と

町
内
各
種
団
体
な
ど
と
の
連
携
支
援
。

▼�

新
た
な
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
行
す

る
団
体
な
ど
へ
の
支
援
制
度
の
創
設
。

▼�

釧
路
湿
原
・
阿
寒
・
摩
周
観
光
圏
を
は
じ

め
と
し
た
広
域
で
の
観
光
振
興
の
推

進
。

▼�
２
次
交
通（
複
数
の
交
通
機
関
な
ど
を

使
用
す
る
場
合
の
、２
種
類
目
の
交
通

機
関
）の
整
備
。

▼�

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
施
設
の
維

持
管
理
。

▼�

道
の
駅「
摩
周
温
泉
」を
核
と
し
た
、
周

辺
に
広
が
る
森
や
川
を
通
し
て
安
ら

ぎ
と
癒
や
し
を
感
じ
て
も
ら
え
る
空

間
づ
く
り
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

▼�

各
種
が
ん
検
診
に
お
け
る
前
立
腺
が

ん
検
診
の
新
規
追
加
。

▼�

各
種
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
受
診
率
の

向
上
。

▼�

保
健
指
導
や
健
康
教
室
の
開
催
。

▼�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
一
部

助
成
の
継
続
。

▼�

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、子

宮
頸（
け
い
）が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
全
額
公
費
負
担
の
継
続
。

医
療
の
充
実

▼�

摩
周
厚
生
病
院
の
運
営
や
救
急
体
制

の
維
持
。

▼�

摩
周
厚
生
病
院
の
医
療
機
器
整
備
に

対
す
る
助
成
。

▼�

釧
路
広
域
救
急
医
療
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な

ど
二
次
医
療
の
適
正
な
活
用
。

屈斜路湖へのニジマス放流（上）
学校給食センターの冷房に活用する雪氷冷熱施設（下）

地場産品のブランド化を

環
　
人
と
自
然
が
共
生

　
す
る

活
　
ま
ち
に
活
力
・
活
気
・

　
雇
用
を
生
み
出
す

暮
　
誰
も
が
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
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25
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
で
総
額

70
億
６
千
７
０
０
万
円
で
前
年
度
比

１
・
９
％
の
増
、国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
で

27
億
３
千
５
５
２
万
８
千
円
で
前
年
度

比
２
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
や
燃
料
費
の
高
騰
な
ど

経
常
的
な
支
出
の
増
が
続
き
、
財
政
の

平
成
25
年
度

予
算
の
ポ
イ
ン
ト
　

▼�

通
院
医
療
費
を
商
品
券
に
交
換
す
る

「
子
育
て
応
援
医
療
費
還
元
事
業
」の
対

象
の
拡
大
。（
小
学
生
か
ら
小
・
中
学
生
に
）

高
齢
者
福
祉
の
充
実

▼�

老
人
ホ
ー
ム
の
改
築
に
係
る
基
本
設

計
と
実
施
設
計
の
実
施
。

▼�
介
護
士
な
ど
が
常
駐
す
る
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
建
設
の
検
討
。

▼�

お
年
寄
り
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
。

▼
介
護
予
防
事
業
の
充
実
。

▼�

要
援
護
者
台
帳
の
活
用
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
緊
急
事
態
な
ど
へ
の

対
応
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

▼�「
障
害
者
総
合
支
援
法
」に
沿
っ
た
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と
、
障
が
い
が
あ
る

方
も
暮
ら
し
や
す
く
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
の
推
進
。

子
育
て
支
援

▼�

妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
な
ど
出
産
支

援
の
実
施
。

▼�

乳
幼
児
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育

と
養
育
支
援
、少
子
化
対
策
の
実
施
。

▼�「
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

策
定
に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
。

▼�

乳
幼
児
か
ら
学
童
ま
で
の
保
育
の
充
実
。

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
子
育

て
中
の
親
子
に
対
す
る
交
流
の
場
の

提
供
。

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
未
就

学
児
の
い
る
家
庭
へ
の
訪
問
支
援
の

充
実
。

▼�

親
と
子
ど
も
の
愛
着
関
係
を
深
め
る

た
め
の
支
援
、
育
児
へ
の
不
安
・
負
担

感
の
解
消
に
つ
な
が
る
支
援
の
推
進
。

▼�

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
指

導
・
支
援
の
充
実
。

▼�

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見

の
た
め
の
目
配
り
・
気
配
り
の
強
化

と
、支
援
の
充
実
。

水
回
り
の
充
実

▼�

安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給
の
た
め

の
、
上
水
道
事
業
に
お
け
る
石
綿
管
の

布
設
替
え
と
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
、
施

設
の
耐
震
対
策
、
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る

管
路
図
の
一
部
運
用
の
実
施
。

▼�
温
泉
の
安
定
供
給
の
た
め
の
、
老
朽
管

の
布
設
替
え
と
配
湯
設
備
の
更
新
の

実
施
。

▼�

泉
地
区
の
下
水
道
工
事
の
実
施
。

▼�

川
湯
・
美
留
和
地
区
の
下
水
道
整
備
に

向
け
た
計
画
づ
く
り
。

▼�

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
機
器
な
ど

の
長
寿
命
化
事
業
の
実
施
。

快
適
な
市
街
地
形
成

▼�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
よ
る
町
並
み
整

備
の
推
進
。

▼�

花
壇
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
、
景
観
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

カ
ラ
マ
ツ
活
用
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
導
入
に
よ
る
、
泉
ヶ
丘
団
地
建

て
替
え
事
業
の
推
進
。

▼�

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

泉
団
地
３
号
棟
の
換
気
改
修
工
事
の

推
進
と
、
み
は
ら
し
台
団
地
の
調
査
設

計
へ
の
着
手
。

▼�

民
間
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の
継

続
と
充
実
。

▼�

都
市
計
画
道
路
町
道


別
高
台
線
の

道
道
昇
格
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の

協
議
の
継
続
。

▼�

土
地
利
用
に
お
け
る
用
途
地
域
全
般

の
見
直
し
の
推
進
。

▼�

泉
ヶ
丘
団
地
建
て
替
え
に
伴
う
泉
ヶ

丘
公
園
の
移
設
。

▼�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
老
朽
施
設
の
更

新
に
よ
る
、
安
全
で
快
適
な
公
園
整
備

の
推
進
。

▼�

川
湯
地
区
の
地
籍
調
査
の
25
年
度
完

了
と
、
オ
ソ
ツ
ベ
ツ
地
区
の
調
査
事
業

の
継
続
。

移
動
手
段
の
確
保

▼�

川
湯
・
美
留
和
地
区
の
通
学
生
と
医
療

機
関
を
利
用
す
る
方
の
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
な
、バ
ス
運
行
路
線
の
確
立
。

▼�

町
道
に
お
け
る
道
路
維
持
管
理
の
徹

底
と
冬
期
除
雪
の
効
率
化
。

▼�

美
留
和
地
区
の
町
道
石
狩
別
川
沿
２

号
線
の
舗
装
工
事
と
、
川
湯
跡
佐
登
地

区
の
防
雪
柵
設
置
工
事
の
継
続
実
施
。

▼�「
弟
子
屈
町
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

に
基
づ
く
、計
画
的
な
橋
の
修
繕
の
推
進
。

▼�

国
道
や
道
道
の
改
良
に
関
す
る
要
望

と
町
内
全
域
の
道
路
環
境
の
整
備
。

安
全･

安
心
の
確
保

▼�

よ
り
効
果
の
高
い
交
通
安
全
運
動
・
交

通
安
全
教
育
の
実
践
に
よ
る
、
交
通
事

故
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
。

消
費
者
活
動
の
充
実

▼�

悪
質
商
法
や
訪
問
販
売
、
振
り
込
め
詐

欺
、
懸
賞
金
受
け
取
り
手
数
料
詐
欺
な

ど
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
継
続
。

▼�

架
空
請
求
や
携
帯
電
話
サ
イ
ト
の
不

当
請
求
な
ど
の
被
害
防
止
の
た
め
の
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し

た
運
動
の
展
開
。

災
害
対
策
の
充
実

▼�

地
域
防
災
拠
点
施
設
の
整
備（
多
目
的

運
動
広
場
、
憩
い
の
広
場
、
防
災
備
蓄

倉
庫
）。

▼�

防
災
拠
点
で
あ
る
弟
子
屈
中
学
校
や

観
光
交
流
館
（
道
の
駅
「
摩
周
温
泉
」）

へ
の
避
難
誘
導
看
板
の
設
置
と
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
、
災
害
用

備
蓄
品
の
充
実
に
よ
る
、
防
災
、
減
災

の
推
進
。

▼�

災
害
発
生
時
の
即
応
体
制
を
熟
知
す

る
危
機
管
理
士
資
格
を
有
す
る
職
員

の
採
用
と
各
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
。

▼
災
害
発
生
時
の
訓
練
の
実
施
。

学
校
教
育
の
充
実

▼�

子
ど
も
た
ち
の
実
り
あ
る
学
校
生
活

の
実
現
に
向
け
た
、
ま
な
び
の
環
境
づ

く
り
の
推
進
。

▼�

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

学
校
教
育
活
動
の
推
進
に
よ
る
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た「
生
き
る

力
」の
育
成
。

▼�

学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
強
化

事
業
な
ど
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

北
海
道
弟
子
屈
高
等
学
校
存
続
に
向

け
た
働
き
か
け
と
、、
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
拡
充
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼�

多
様
化
す
る
学
習
意
欲
を
満
た
す
よ

う
な
学
習
機
会
や
各
種
の
学
習
情
報

提
供
な
ど
に
よ
る
、
生
涯
学
習
活
動
の

支
援
。

▼�

青
少
年
の
健
全
育
成
に
お
け
る
、
生
活

習
慣
の
向
上
・
改
善
と
、
各
種
の
体
験

活
動
や
文
化
的
活
動
な
ど
の
充
実
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

芸
術
・
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー

ク
ル
や
団
体
の
支
援
。

▼�

町
民
に
よ
る
自
主
的
な
芸
術
・
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

文
化
財
保
存
・
伝
承
活
動
へ
の
支
援
の

継
続
。

▼�

屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館

の
活
用
に
よ
る
伝
統
・
文
化
の
普
及
・
啓

発
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

て
し
か
が
の
蔵
な
ど
に
よ
る
郷
土
資

料
の
保
存
・
展
示
。

人
材
育
成
・
人
づ
く
り
・
人
材
の
確
保

▼�

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
・
団
体
な
ど

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
互
い
に

高
め
合
い
、
活
動
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
の
検
討
。

▼�

鹿
児
島
県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
な
ど
地
域
間
交
流
の
活
発
化
に
よ

る
、新
た
な
世
代
の
定
住
化
の
推
進
。

と
も
に
汗
を
か
き
進
め
る
ま
ち
づ

く
り

▼�

町
民
や
各
団
体
、
自
治
会
な
ど
の
活
動

支
援
と
、
協
働
で
き
る
体
制
づ
く
り
の

推
進
。

交通安全運動を推進

　
今
後
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
が

予
定
さ
れ
、
さ
ら
な
る
行
政
活
動
の
変
化

も
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
も

水
と
森
に
代
表
さ
れ
る
本
町
の
自
然
環

境
の
保
全
と
活
用
、
経
済
活
動
の
活
性

化
、
生
活
環
境
の
向
上
、
人
材
の
育
成
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
新
し
い

組
織
体
制
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

活
力
あ
ふ
れ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

弟子屈高校の存続に向けて

硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
、
依
然
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
課
題
に
対
応
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
２
年
目
と
な
る
第
５
次

弟
子
屈
町
総
合
計
画
の
将
来
像
を
実
現

す
べ
く
事
業
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
示
さ
れ
た
地
方
財
政
計
画
の

地
方
一
般
財
源
は
、
概
ね
前
年
度
並
み
で

確
保
さ
れ
る
と
い
う
情
報
で
す
が
、
地

方
交
付
税
の
交
付
額
が
不
透
明
で
あ
り
、

今
後
の
国
の
情
勢
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

人
　
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

　
行
動
す
る
人
を
育
て
る

育
　
豊
か
な
心
を
育
て
、

　
文
化
を
大
切
に
す
る

公
　
誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

　
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

▼�
誰
も
が
社
会
参
加
で
き
る
町
の
創
造

を
目
指
し
た
、
相
談
窓
口
の
開
設
や
啓

蒙（
け
い
も
う
）活
動
の
推
進
。

時
代
に
即
し
、
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営

▼�

各
自
治
会
要
望
や
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
な

ど
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
尊
重
と
、
町

政
へ
の
反
映
。

▼�

身
近
で
親
し
み
や
す
い
広
報
活
動
の

推
進
。

▼�

テ
レ
ビ
北
海
道
放
送
の
弟
子
屈
、
川
湯

両
中
継
施
設
整
備
。

▼�

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
地
域

の
解
消
に
向
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

放
送
設
備
の
増
設
。

▼�

総
合
窓
口
の
強
化
。

▼�

積
極
的
な
滞
納
整
理
と
啓
蒙
活
動
に

よ
る
、税
務
行
政
の
信
頼
維
持
。

▼�

釧
路
・
根
室
広
域
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
、
滞
納
累
積

額
の
縮
減
。
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長
引
く
景
気
の
低
迷
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
や
観
光
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現

状
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、

解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
教
育
に
は
、
困
難
に
立

ち
向
か
い
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て

す
。実
現
に
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

に「
生
き
る
力
」を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け

さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
び
の
環
境
を
整
備

す
る
な
ど
、
教
育
の
一
層
の
充
実
・
発
展

が
不
可
欠
で
す
。

　
本
町
の
活
力
や
発
展
の
基
盤
と
な
る

「
人
づ
く
り
」「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」を

目
指
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
強
く
連
携

し
な
が
ら
、
町
民
の
期
待
に
応
え
る
教
育

行
政
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成25年度教育行政方針

教育長　小　林　俊　夫

▼�

第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
の
施
策

メ
ニ
ュ
ー
の
確
実
な
推
進
と「
弟
子
屈

町
教
育
振
興
計
画
」の
樹
立
。

▼�

学
校
現
場
訪
問
な
ど
に
よ
る
現
状
把

握
や
諸
課
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

教
育
委
員
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
情
報
公
開
。

▼�

教
育
委
員
会
の
事
務
・
事
業
の
点
検
・
評

価
の
見
直
し
や
改
善
と
、
計
画
的
な
教

育
振
興
の
推
進
。

▼�

教
育
委
員
に
よ
る
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島

県
日
置
市
現
地
研
修
視
察
の
実
施
。

▼�

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
教
育
課

程
の
推
進
に
よ
る「
確
か
な
学
力
」「
豊
か

な
心
」「
健
や
か
な
体
」を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

身
に
付
け
た「
生
き
る
力
」を
持
つ
子
ど

も
の
育
成
。

▼�

い
じ
め
や
体
罰
の
な
い
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
の

構
築
の
推
進
。

▼�

小
・
中
・
高
連
携
会
議
設
置
に
よ
る
情
報

共
有
と
、校
種
間
連
携
の
強
化
。

１
　�
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

▼�

参
観
日
や
学
校
行
事
、
学
校
だ
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
、
教
育
方
針
や

児
童
生
徒
の
様
子
、
学
校
評
価
の
結
果

な
ど
の
情
報
発
信
。

▼�

保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
見
・
要
望
を

踏
ま
え
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進
。

２
　
学
習
指
導
の
充
実

▼�

子
ど
も
た
ち
の「
確
か
な
学
力
」育
成
を

目
指
し
た
指
導
の
工
夫
と
改
善
の
実
施
。

▼�

町
独
自
の
標
準
学
力
検
査
に
お
け
る
、

対
象
学
年
・
教
科
の
拡
大
。

▼�

児
童
生
徒
の
学
力
の
よ
り
的
確
な
把

握
と
、授
業
改
善
の
推
進
。

▼�

少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導
、
テ
ィ

ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
、

基
礎
・
基
本
の
習
得
と
学
習
意
欲
の
向

上
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

家
庭
と
連
携
し
た
、
学
習
習
慣
の
定
着

へ
の
取
り
組
み
。

▼�

増
員
さ
れ
た
外
国
語
指
導
助
手
の
有

効
活
用
に
よ
る
中
学
校
、
高
等
学
校
、

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
外
国
語
教

育
活
動
の
充
実
。

▼�

外
国
語
教
育
を
中
核
と
し
た
小
・
中
学

校
と
高
等
学
校
の
連
携
の
推
進
。

３
　�「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

▼�

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
と
道
徳
性
を
養
う

指
導
の
充
実
。

▼�

人
と
し
て
の
在
り
方
を
見
つ
め
、
考
え

る
教
育
の
充
実
。

▼�

自
然
体
験
活
動
や
郷
土
の
文
化
・
伝
統

に
親
し
む
活
動
、
鹿
児
島
県
日
置
市
と

の
姉
妹
都
市
交
流
、
三
重
県
松
阪
市
と

の
交
流
な
ど
を
通
じ
た
、
思
い
や
り
や

助
け
合
い
な
ど
の「
豊
か
な
心
」の
育
成
。

▼�

各
学
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
が
主
体
的

に
進
め
る「
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
１

学
校
１
運
動
」の
取
り
組
み
へ
の
支
援

の
継
続
。

▼�

ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
面
談
に
よ
る
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
と
、
学

校
と
し
て
の
組
織
的
な
対
応
の
推
進
。

▼�

学
級
の
諸
問
題
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
の
た
め
の「
Ｑ
｜
Ｕ
テ
ス
ト
」の
継
続
。

▼�

指
導
室
に
よ
る
教
育
相
談
や
「
心
の
教

室
相
談
員
」
配
置
に
よ
る
相
談
体
制
の

充
実
。

▼�

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
い
じ
め

や
不
登
校
な
ど
の
諸
問
題
へ
の
対
応

と
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や
不
安
の
解

消
へ
の
取
り
組
み
。

４
　�

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼�

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
活
動

の
充
実
な
ど
、
本
町
な
ら
で
は
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
の
推
進
。

▼�

学
校
支
援
地
域
本
部
と
の
連
携
、
地
域

人
材
の
有
効
活
用
に
よ
る「
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
」の
充
実
。

▼�

各
学
校
に
お
け
る「
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
」活
動
の
継
続
支
援
。

▼�

町
内
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
に
よ
る
外
来

種
の
駆
除
と
環
境
保
護
・
保
全
へ
の
取

り
組
み「
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ

ー
」事
業
の
実
施
。

▼�

子
ど
も
た
ち
が
自
己
実
現
を
図
る
た

め
に
必
要
な
能
力
や
態
度
を
身
に
付

け
る
指
導
の
推
進
。

▼�

職
業
体
験
学
習
や
施
設
・
職
場
見
学
、

職
業
講
話
な
ど
を
通
し
た
、
勤
労
観
・

職
業
観
の
育
成
。

▼�

相
互
協
力
協
定
に
基
づ
く
北
海
道
教

育
大
学
と
の
連
携
の
充
実
と
、
さ
ら
な

る
相
互
発
展
。

▼�

山
村
留
学
制
度
な
ど
の
調
査
・
研
究
。

５
　
特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼�「
弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議
」

を
中
心
と
し
た
、
各
学
校
の
取
り
組
み

状
況
交
流
や
就
学
相
談
、
各
種
研
修
会

な
ど
に
よ
る
、
校
種
間
連
携
や
教
師
の

専
門
性
の
向
上
の
推
進
。

▼�

特
別
支
援
教
育
支
援
員
増
員
に
よ
る
、

き
め
細
か
な
支
援
の
充
実
。

６
　�

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

▼�
学
校
に
お
け
る
、疾
病
予
防
や「
体
力
づ

く
り
に
向
け
た
１
学
校
１
運
動
」の
取

り
組
み
の
推
進
。

▼�

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
い
た
健
康

診
断
な
ど
の
実
施
や
、
家
庭
と
の
連
携

に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
「
健
や
か
な

体
」の
育
成
。

▼�

保
護
者
や
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
る「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
」「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」な
ど
の
継
続
。

▼�

学
校
に
お
け
る
各
種
防
災
訓
練
、
警
察

と
の
連
携
に
よ
る「
防
犯
教
室
」「
非
行
防

止
教
室
」な
ど
の
開
催
。

▼�

停
留
所
の
移
設
や
新
設
、
悪
天
候
時
の

補
助
者
の
乗
車
な
ど
に
よ
る
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
安
全
運
行
強
化
。

▼�

通
学
路
の
安
全
点
検
の
継
続
。

特色ある教育活動の推進（川湯中学校の環境学習）

さまざまな手段による教育情報の発信を

地方自治について学ぶ弟子屈小学校児童

スクールバスの安全運行を強化
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▼�「
共
に
学
び
、健
や
か
に
、明
る
く
楽
し

い
人
生
づ
く
り
」を
基
本
目
標
と
し
た

「
第
６
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計

画
」に
基
づ
く
、よ
り
充
実
し
た
学
習
機

会
の
提
供
と
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た
る

自
主
的
な
学
習
活
動
の
推
進
。

１
　�

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興

▼�

弟
子
屈
町
生
涯
学
習
推
進
本
部
に
よ

る
出
前
講
座
や
生
涯
学
習
講
演
会
の

開
催
、
弟
子
屈
高
等
学
校
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
豊
か
な
学
習
機
会
の
提
供
。

▼�

青
少
年
健
全
育
成
事
業「
弟
子
屈
ふ
る

さ
と
教
室
」の
内
容
の
充
実
。

▼�

文
部
科
学
省
の
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携

協
力
推
進
事
業
の
継
続
に
よ
る
、
家
庭

学
習
や
生
活
習
慣
な
ど
の
家
庭
教
育

の
充
実
。

▼�

個
性
や
協
同
意
識
を
育
む
文
化
活
動

や
少
年
団
活
動
へ
の
支
援
。

▼�

弟
子
屈
町
民
大
学
校
で
の
専
門
的
な

講
座
の
開
設
に
よ
る
、
成
人
の
学
習
活

動
の
支
援
。

▼�

生
き
が
い
学
級
開
講
に
よ
る
、
高
齢
者

の
学
習
機
会
や
親
睦
の
場
の
支
援
。

２
　�

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

�

▼�

公
民
館
に
お
け
る
、
多
様
で
魅
力
あ
る

講
座
な
ど
の
開
設
や
施
設
の
改
善
の

継
続
。

▼�

公
民
館
ロ
ビ
ー
展
の
継
続
的
開
催
な

ど
に
よ
る
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
。

▼�

公
民
館
で
の
学
習
相
談
体
制
の
充
実

と
、各
種
学
習
情
報
の
提
供
。

▼�

図
書
館
に
お
け
る
、図
書
の
整
備
・
充
実

と
、
図
書
資
料
に
係
る
相
談
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索
・
貸
し
出

し
予
約
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

▼�

町
内
小
・
中
学
校
８
校
全
て
と
図
書
館

と
の
連
携
に
よ
る
、
よ
り
充
実
し
た
図

書
情
報
の
共
有
。

▼�

読
み
聞
か
せ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
、
児
童
が
図
書
に

出
会
い
、楽
し
む
機
会
の
提
供
、読
書
の

習
慣
付
け
な
ど
、読
書
活
動
の
推
進
。

３
　�

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興

▼�

文
化
協
会
や
関
係
サ
ー
ク
ル
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
、
弟
子
屈
町
総
合
文
化

祭
や
道
民
芸
術
祭
な
ど
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
の
継
続
支
援
。

▼�

人
形
劇
な
ど
の
幼
児
芸
術
鑑
賞
会
や

児
童
芸
術
小
劇
場
の
開
催
に
よ
る
、
幼

児
や
児
童
が
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る

機
会
の
提
供
。

▼�

芸
術
鑑
賞
バ
ス
事
業
の
継
続
。

▼�「
更
科
源
藏
文
学
賞
」の
開
催
支
援
。

▼�

広
報
紙
に
よ
る
更
科
源
藏
資
料
紹
介

「
原
野
紀
行
」の
継
続
。

▼�

更
科
源
藏
文
学
資
料
館
を
通
じ
た
、
文

学
の
育
成
と
発
展
の
推
進
。

▼�

文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
、
全
道
・

全
国
大
会
参
加
へ
の
支
援
の
継
続
。

４
　�

文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推

進

▼�

国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
ア

弟子屈高校が今後も存続できるように

７
　
教
員
の
資
質
向
上

▼�

指
導
室
の
情
報
提
供
や
学
校
訪
問
、
町

教
育
委
員
会
主
催
の
研
修
会
実
施
な
ど

に
よ
る
、教
員
の
資
質
向
上
の
推
進
。

▼�

北
海
道
教
育
委
員
会
や
弟
子
屈
町
教

育
研
究
所
と
の
連
携
に
よ
る
、
町
教
育

委
員
会
研
究
指
定
校
・
町
教
育
研
究
所

研
究
協
力
校
の
支
援
と
、
研
究
成
果
の

各
学
校
へ
の
発
信
。

▼�

町
内
全
校
に
お
け
る
公
開
授
業
の
実

施
に
よ
る
、
授
業
改
善
の
取
り
組
み
の

推
進
。

▼�

町
内
教
職
員
の
自
主
的
な
研
究
組
織

「
授
業
を
語
る
会
」へ
の
支
援
の
継
続
。

▼�

本
年
９
月
開
催
の
釧
路
管
内
学
校
教

育
研
究
大
会
弟
子
屈
大
会
、
10
月
開
催

の
北
海
道
中
学
校
長
会
研
究
大
会
釧

路
・
弟
子
屈
大
会
へ
の
支
援
。

８
　�

就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

▼�

就
学
児
童
生
徒
に
対
す
る
、教
材
費
・
災

害
共
済
給
付
金
の
一
部
支
援
の
継
続
。

▼�

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
対
す

る
就
学
援
助
制
度
や
、
疾
病
の
治
療
費

支
援
の
継
続
。

▼�

経
済
的
事
情
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
、

奨
学
金
制
度
に
よ
る
支
援
の
継
続
。

９
　�

幼
稚
園
教
育
の
充
実

▼�

幼
稚
園
へ
の
運
営
費
補
助
、
幼
稚
園
児

保
護
者
へ
の
就
園
奨
励
費
補
助
の
継

続
。

10
　�

高
等
教
育
支
援
な
ど
の
充
実

▼�

町
民
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
、
北
海
道
弟
子
屈
高
等
学
校
存
続

へ
の
働
き
か
け
。

▼�

通
学
バ
ス
利
用
に
対
す
る
補
助
の
継

続
。

▼�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
道
・
全
国

大
会
出
場
へ
の
助
成
の
拡
充
。

11
　
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

▼�

弟
子
屈
中
学
校
の
改
築
事
業
の
完
了
。

▼�

学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化
事
業
に

お
け
る
、
和
琴
小
学
校
・
奥
春
別
小
学

校
の
改
修
工
事
の
実
施
。

▼�

町
内
小
中
学
校
５
校
の
屋
内
体
育
館

の
非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検
と
安
全

対
策
の
実
施
。

▼�

老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
な
ど
、
計
画

的
で
適
切
な
学
校
施
設
管
理
の
推
進
。

▼�「
言
語
活
動
の
充
実
」を
目
指
し
た
、
学

校
図
書
館
へ
の
新
聞
の
配
備
や
、
学
校

図
書
の
充
実
な
ど
の
、
教
材
教
具
や
備

品
整
備
の
実
施
。

12
　
学
校
給
食
の
充
実

�

▼�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
食
の

安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
の「
調
理
衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
基
づ
い
た
円
滑

な
運
営
の
推
進
。

▼�

良
質
な
食
材
の
確
保
と
、
地
場
産
品
の

利
用
拡
大
な
ど
に
よ
る
、
安
全
・
安
心

な
学
校
給
食
の
提
供
。

▼�

放
射
線
簡
易
測
定
器
に
よ
る
食
材
の

検
査
結
果
の
定
期
的
な
情
報
公
開
。

▼�「
弟
子
屈
町
食
育
推
進
計
画
」に
基
づ
く
、

栄
養
職
員
の
学
校
訪
問
に
よ
る
食
育

指
導
の
継
続
。

▼�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
雪
氷

冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
冷
房
設
備
の
稼
動
。

イ
ヌ
古
式
舞
踊
」や
本
町
指
定
の
無
形

文
化
財
獅
子
舞
な
ど
を
後
世
に
残
し

て
い
く
た
め
の
、伝
承
・
保
存
の
推
進
。

▼�

伝
承
活
動
復
活
の
意
向
が
明
ら
か
に

な
っ
た
仁
多
獅
子
舞
の
保
存
・
伝
承
活

動
の
支
援
。

▼�

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け
る
、
国
の

指
定
史
跡
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
資

料
整
理
な
ど
の
保
存
・
保
護
の
推
進
。

▼�

遺
跡
見
学
会
や
文
化
講
演
会
な
ど
の

企
画
。

▼�

川
湯
ば
や
し
や
摩
周
蝦
夷
太
鼓
な
ど

の
郷
土
芸
能
活
動
の
支
援
の
継
続
。

▼�

屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館

で
の
資
料
展
示
や
解
説
な
ど
を
通
じ

た
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
に
関
す
る
知

識
の
普
及
・
啓
発
の
推
進
。

▼�

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
と
の
連
携
に

よ
る
、
て
し
か
が
の
蔵
を
生
か
し
た
郷

土
資
料
の
整
理
・
保
存
、
地
域
を
知
る

学
習
機
会
の
提
供
へ
の
取
り
組
み
。

５
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
地
域
巡
回
教
室
や

町
営
プ
ー
ル
で
の
水
泳
教
室
、
美
羅
尾

山
ろ
く
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
指
導
者
な
ど

の
研
修
・
育
成
の
推
進
。

▼�

体
育
協
会
や
少
年
団
本
部
な
ど
と
の

連
携
に
よ
る
、
各
種
競
技
団
体
や
青
少

年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
。

▼�

専
門
的
な
講
師
を
招
聘（
し
ょ
う
へ
い
）

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
交
流
に
よ 安全・安心な給食を目指して

総合文化祭開催を支援

獅子舞など文化財の保存と継承を

る
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
取
り
組
み
。

▼�
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
る
、子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、参
加
で
き
る
機
会
の
提
供
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
委
員
会
と
の
連

携
に
よ
る
、合
宿
誘
致
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
者
に
対
す

る
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
に
よ
る

支
援
の
継
続

６
　
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

▼�

公
民
館
や
図
書
館
、資
料
館
、プ
ー
ル
、

修
武
館
な
ど
に
お
け
る
、
町
民
の
利
便

性
が
高
ま
る
よ
う
な
職
員
研
修
の
充

実
や
専
門
的
職
員
の
養
成
な
ど
、
多
様

な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施
設
運

営
の
推
進
。

▼�

社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
防
火
・
避
難
訓

練
な
ど
の
安
全
対
策
と
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
施
設
の
維
持
・
補
修
の
実
施
。

▼�

各
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
と
、
町
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き

と
学
び
続
け
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
の
実
現
の
た
め
、
本

町
の
教
育
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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美留和線がもっと便利に

バス運行経路が一部変更になりました

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

　４月１日から、路線バスの美留和線（川湯～弟子屈）

の運行経路が変わりました。これまで川湯バスターミ

ナル～弟子屈高校前の運行でしたが、路線を延長し、弟

子屈町内の各医療機関を巡回。また、釧網本線摩周駅も

経由し、ＪＲとの接続に便利な時刻表となります。

　１日４往復から３往復の運行になりますが、生活交

通としてより利便性が向上するものと考えられます。

　ぜひ、多くの皆さんのご利用をお願いします。

４月からの美留和線運行図

便　名 91 93 95

４月からの美留和線時刻表

弟子屈バスターミナル 13:00 16:20 18:55
布 施 医 院 前 13:01 16:21 18:56
摩 周 駅 前 13:03 16:23 18:58
農 協 前 13:03 16:23 18:58
新 市 街 13:04 16:24 18:59
厚 生 病 院 前 13:05 16:25 19:00
お ひ さ ま 保 育 園 13:05 16:25 19:00
見 晴 台 団 地 13:08 16:28 19:03
美 里 ク リ ニ ッ ク 13:10 16:30 19:05
高 校 前 13:11 16:31 19:06
高 台 13:12 16:32 19:07
摩 周 大 通 13:13 16:33 19:08
摩 周 大 通 橋 詰 13:13 16:33 19:08
す ず ら ん 丘 13:14 16:34 19:09
開 発 前 13:16 16:36 19:11
摩 周 入 口 13:16 16:36 19:11
チ ッ プ 工 場 13:17 16:37 19:12
川 湯 分 岐 13:17 16:37 19:12
札 友 内 跨 線 13:18 16:38 19:13
第 ５ 部 落 13:20 16:40 19:15
美 富 入 口 13:21 16:41 19:16
ふ か 場 13:22 16:42 19:17
第 ６ 部 落 13:23 16:43 19:18
美 留 和 13:24 16:44 19:19
学 校 前 13:25 16:45 19:20
第 ４ 号 線 13:26 16:46 19:21
摩 周 分 岐 13:31 16:51 19:26
川 湯 駅 通 13:31 16:51 19:26
川 湯 駅 13:32 16:52 19:27
牧 場 前 13:33 16:53 19:28
66　　　　　　　線 13:34 16:54 19:29
苗 畑 入 口 13:35 16:55 19:30
小 学 校 前 13:36 16:56 19:31
敷 島 通 り 13:36 16:56 19:31
役 所 支 所 前 13:37 16:57 19:32
郵 便 局 前 13:37 16:57 19:32
仁 伏 通 り 13:37 16:57 19:32
川湯バスターミナル 13:40 17:00 19:35

便　名 92 94 96

川湯バスターミナル  7:25  9:25 11:00
仁 伏 通 り  7:26  9:26 11:01
郵 便 局 前  7:26  9:26 11:01
役 所 支 所 前  7:27  9:27 11:02
敷 島 通 り  7:28  9:28 11:03
小 学 校 前  7:28  9:28 11:03
苗 畑 入 口  7:29  9:29 11:04
66　　　　　　　線  7:31  9:31 11:06
牧 場 前  7:31  9:31 11:06
川 湯 駅 通  7:31  9:31 11:06
川 湯 駅  7:32  9:32 11:07
摩 周 分 岐  7:33  9:33 11:08
第 ４ 号 線  7:38  9:38 11:13
学 校 前  7:39  9:39 11:14
美 留 和  7:39  9:39 11:14
第 ６ 部 落  7:40  9:40 11:15
ふ か 場  7:41  9:41 11:16
美 富 入 口  7:43  9:43 11:18
第 ５ 部 落  7:45  9:45 11:20
札 友 内 跨 線  7:46  9:46 11:21
川 湯 分 岐  7:47  9:47 11:22
チ ッ プ 工 場  7:47  9:47 11:22
摩 周 入 口  7:48  9:48 11:23
開 発 前  7:49  9:49 11:24
す ず ら ん 丘  7:50  9:50 11:25
摩 周 大 通 橋 詰  7:50  9:50 11:25
摩 周 大 通  7:51  9:51 11:26
高 台  7:52  9:52 11:27
高 校 前  7:52  9:52 11:27
美 里 ク リ ニ ッ ク  7:53  9:53 11:28
見 晴 台 団 地  7:54  9:54 11:29
お ひ さ ま 保 育 園  7:57  9:57 11:32
厚 生 病 院 前  7:58  9:58 11:33
新 市 街  7:59  9:59 11:34
農 協 前  7:59  9:59 11:34
摩 周 駅 前  8:00 10:00 11:35
布 施 医 院 前  8:01 10:01 11:36
弟子屈バスターミナル  8:05 10:05 11:40
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平
成
25
年
３
月
31
日
か
ら
、
町
内
の
泉

３
・５
丁
目
の
一
部
、鈴
蘭
５
丁
目
の
一
部

な
ど
の
地
域
で
、
新
た
に
公
共
下
水
道
の

使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

�

１
年
以
内
に
、台
所
や
風
呂
な
ど
の
排
水
を

下
水
道
に
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

３
年
以
内
に
、く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
水
洗

ト
イ
レ
に
改
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
直
接
、指
定
店

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。指
定
店
は
調
査
、

設
計
見
積
も
り
を
行
い
、役
場
に
提
出
す
る
書

弟子屈町排水設備工事指定店（平成25年３月末現在）

㈲鎌田水道工務店
㈱協和建設

鋼管建設工業㈱
㈱近藤建設
㈱佐藤建設工業
㈱大栄電業
㈲畑中産業
㈲服部水道工務店
㈱ホクセイ
辻谷建設㈱
明盛建設㈱

川端金物㈱
協和建設工業㈱
後藤工務店㈲
㈱竹崎工業
㈲細谷設備
㈱ホームクリニックオオサキ
㈲釧路設備工業

㈱熊谷工務店

高栄３‐１‐６
高栄１‐２‐２

美里４‐１‐20
鈴蘭２‐１‐11
高栄２‐９‐12
泉４‐10‐３
美里２‐９‐３
摩周１‐２‐１
泉５‐４‐１
湯の島２‐６‐15
桜丘３‐１‐６

厚岸町宮園１‐200

釧路市愛国西１‐10‐８
釧路市若松町16‐16
中標津町計根別本通東５‐５
別海町西春別駅前錦町200
釧路町若葉５‐26
別海町別海旭町131

高栄４‐４‐28

指定店名 住　　　所 電話番号
482‐2140

482‐1477
482‐2177
482‐3642
482‐1066
482‐3352
482‐2677
482‐2357
482‐1060
482‐4217
482‐1941
482‐2369

01533625

01543178
01540039
01532626
01532144
01542325
01532240

公　共
下水道

町　

内

町　

外

類
を
作
成
し
ま
す
。

※�

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、指
定
店
で
な
け

れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。

※
指
定
店
は
左
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
、改
造
工
事
に
係
る
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

無
利
子
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る「
融
資
制

度
」と
、自
己
資
金
で
改
造
工
事
を
行
う
方
に
補

助
す
る「
補
助
制
度
」が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
条

件
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
処
理
開
始
区
域

に
な
っ
て
か
ら
、
３
年
以
内
に
工
事
を
さ
れ
た

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
土
地
に
対
し
て
か
か
る
お
金
で
、１

平
方
㍍
あ
た
り
３
６
０
円
で
す
。

　

受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
の

関
係
図
面
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

▼�

期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜
４
月
15
日
㈪

▼
場
所
／
役
場
水
道
課

※��

平
成
25
年
度
受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な

る
土
地
所
有
者
の
方
に
は
、５
月
中
旬
を
め

ど
に「
申
告
書
」を
送
付
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

そ
の
中
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

泉
・
鈴
蘭
の

各
一
部
で

使
用
開
始

下
水
道
が
使
用
可
能
な
地
域
に

建
物
を
お
持
ち
の
方

工
事
の
申
し
込
み

改
造
工
事
に
助
成

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

㈲丸高産業 別原野43線西36‐４ 482‐4129

　　  下水道の工事は、町の許可を受けた指定店でなければ行うことができません。
　　  工事に関する相談や申し込みは、上記の指定店にお願いしてください。

　下水道は、各家庭や工場などから排出された汚れた水をきれいにしてから川に
流すことで、清潔な暮らしや地球環境を守るという大切な役割を担っています。
　公共下水道が使用できる土地にお住まいで、まだ接続していないご家庭や事業
所の方は、早めに下水道へ接続していただきますよう、ご理解とご協力をお願い
します。

問い合わせ先／役場水道課☎４８２‐２９４２（課直通） 問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）

　機構改革により、４月から役場の組織・機構が変わりました。

　昨年スタートした第５次弟子屈町総合計画の達成を目的に再編したものです。町の実情と時代の変化

に即し、町民の皆さんにより良い行政サービスを提供できるよう努めていきますので、ご理解とご協力を

お願いします。

　主な改編内容を紹介します。詳細については、広報紙に折り込みの「てしかが町�知って得する便利帳」を

参照ください。

❑新設の課

▼環境生活課

　�　これまで町民課で行ってきた戸籍・住民票・印鑑証明などの窓口業務、自治会などの町民活動、ごみの

処理などに関する業務に、企画財政課環境室で行ってきた環境施策・保全に関する業務を加えた「環境生

活課」を設置します。

　�　自然環境など地域資源を適正に保護し、有効的に活用するためには、町民の皆さんと一体となって進

めることが重要です。そのため、住民生活や住民活動に密着した業務を所管する町民課を改編し、自然

環境の保全や環境負荷の少ない生活の実現に、皆さんと一緒に取り組んでいきたいと考えています。

　�　また「総合サービス室」という課内室を設置します。１階に新たに設けられた「総合窓口」をさらに充実させ

るもので、各種手続きのほとんどを総合窓口で完結でき、町民の皆さんがさらに便利に使えるように工

夫しました。

▼まちづくり政策課

　�　平成24年度にスタートした第５次総合計画を達成するために設置した課です。行財政など、まちづく

りに関する情報をお伝えするため、広報紙や町のホームページをさらに充実させるとともに、さまざま

な機会を使った広聴活動と、いただいた意見を丁寧に扱う行政運営に取り組み、各年度の町政執行方針

や行財政計画など将来のまちづくりにつながる政策を、町民の皆さんに参加いただきながら一体とな

って検討、調整していきます。

▼健康推進課

　�　これまで保健福祉課で行ってきた業務のうち、健康づくりを支援するスタッフの体制づくりや各種

検診などの充実、介護サービスの基盤整備や支援体制の充実、医療の充実などに取り組み、町民の皆さ

んの健康づくりを支援します。

▼福祉こども課

　�　これまで保健福祉課社会福祉係とこども未来課で行ってきた業務を行います。

　�　全ての町民の皆さんが安心して住みやすいと実感できるまちを目指し、高齢者福祉や障がい者福祉

などに加え、子育て支援や保育体制の充実など、社会福祉政策と子どもに対する福祉政策について一体

的に取り進めることで、福祉社会の充実を図ります。
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　平成22年度からスタートした町民等宿泊支援事業を、今年度も実施します。この事業は、対象となる町民の方など
が下記の宿泊施設に宿泊する際、１泊につき１人2,000円の助成が受けられるというものです。
　「町民の方」や「ふる里会会員」だけではなく「『町民の方』『ふる里会会員』と一緒に宿泊される町外の親戚の方」など
も利用できます。助成対象は次の方です。

▼個人
町民の方（本町に住民登録をしている方）
ふる里会会員（弟子屈ふる里会会員、札幌弟子屈会会員）
町民の方やふる里会会員と一緒に宿泊する町外の親戚の方
※町外の友人・知人は、助成の対象とはなりません。

▼団体
町内の会社や事業所、事務局が町内にあるサークル（自治会や老人会など）
クラス会
※どちらも、宿泊される方の中に町民の方やふる里会会員が含まれることが必要です。

この事業は、皆さんに納めていただいた税金で運営しているため、助成対象を上記のとおり限定しています。

弟子屈地区

アリスガーデン　☎４８２‐７５８５

うさの森　☎４８２‐４６７２

温泉民宿�北の大地　☎４８２‐４９３７

温泉民宿�摩湖　☎４８２‐５１２４

温泉民宿�美里　☎４８２‐１０２０

きらの宿�すばる　☎４８２‐２２２４

ゲストハウスゆうあん　☎４８２‐２９７７

スローライフ　�☎４８２‐６０３６

ひとつぶの麦　☎４８２‐１１７７

ピュアフィールド風曜日　☎４８２‐７１１１

ペンション�ニューマリモ　☎４８２‐２４１４

ペンション�ぽらりす　☎４８２‐２６２２

ペンション＆コンドミニアムBirao　☎４８２‐２９７９

ホテルニュー子宝　☎４８２‐２１３１

ホテル摩周　☎４８２‐２１４１

摩周湖ユース・ホステル　☎４８２‐３０９８

民宿ましゅまろ　☎４８２‐２０２７

川湯地区

お宿�欣喜湯　☎４８３‐２２１１

温泉浪漫の宿�湯の閣　☎４８３‐２０１１

川湯観光ホテル　☎４８３‐２１２１

川湯第一ホテル�忍冬　☎４８３‐２４１１

屈斜路湖荘　☎４８３‐２５４５

屈斜路湖仁伏保養所　☎４８３‐３０５８

屈斜路湖ホテル　☎４８３‐２４１５

GRAND HOTELアレックス川湯　☎４８３‐２３１１

ＫＫＲかわゆ　☎４８３‐２６４３

コテージ�ログハウス川湯　☎４８３‐２５４４

旅・人・宿�あさ寝坊　☎４８３‐２７２５

ホテル�開綋　☎４８３‐２３１８

ホテル川湯パーク　☎４８３‐２６１１

ホテル�パークウェイ　☎４８３‐２６１６

御園ホテル　☎４８３‐２５１１

名湯の森ホテルきたふくろう　☎４８３‐２９６０

屈斜路地区

Atreyu（アトレーユ）　☎４８４‐２４５５

ガストホフ�ぱぴりお　☎４８４‐２２０１

屈斜路原野ユースゲストハウス　☎４８４‐２６０９

屈斜路プリンスホテル　☎４８４‐２１１１

ゲストハウス　てぃんくる　☎４８４‐２１２２

コタン温泉�プチホテル丸木舟　☎４８４‐２６４４

民宿�三香温泉　☎４８４‐２１４０

ペンション�クッシャレラ　☎４８４‐３２３２

ペンション�チャトラン　☎４８４‐２０２４

宿・花ふらり　☎４８４‐２６３３

事業に参加している宿泊施設

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

住宅建設促進事業を改正します

問い合わせ先／役場建設課建築指導係☎４８２‐２９４１（課直通）

金券の取扱店を募集します
　住宅建設促進事業で、助成金として発行される金券の取扱店を募集します。

▼対象／町内に事業所を有し、事業を行っている方。

▼受付期間／４月15日㈪まで

▼受付場所／役場建設課・川湯支所
※申請時には印鑑（会社印含む）などを持参してください。
※申請用紙は各受付場所に用意してあります。
※受け付けは随時行っています。

　町では、住宅建築と定住の促進、地域の振興を目的に、４月から住宅の新築・増改築、リフォームに要する費用の一
部を助成します。
　これまで行ってきた「住宅ローンの利子の一部助成」に代わり「建築資金の一部助成」を行います。

▼開始時期／４月１日

▼対象
�本町に住民登録している方、または住民登録を予定している方で、町内に生活の拠点として自ら居住する住宅の新
築などを行う方。
対象となる住宅に５年以上住民登録を行う方。
本町に本店または支店、事業所のある町内業者と工事契約を締結した方。
対象となる住宅は専用住宅・併用住宅です。併用住宅については居住部分が助成対象となります。
�申請者と対象となる住宅に同居する方のうち、納税義務者全員が交付申請日現在において、町税や本町の各種使用
料などを滞納していないこと。
工事着手前であること。
�リフォームの助成対象は、次のいずれかに該当する改修工事に要した経費です。ただし、１つの住宅について１回
限りとします。
　①住宅の修繕、補修（一部増築を含む）工事
　②建物の内外装の改修工事
　③浴室、台所、トイレ、暖房・給排水・給湯・衛生・換気設備などの修繕、補修、取り替え工事
※過去に住宅建築資金について助成や補給を受けた方は対象となりませんので、ご注意ください。

▼助成額
�新築・増改築（500万以上）／工事請負契約金額の５％以内で、50万円を限度とします。助成金は町内の店舗や事業
所などで使える金券となります。（1,000円以下切り捨て）
�増築・リフォーム／事業対象経費の10％以内で、20万円を限度とします。助成金は町内の店舗や事業所などで使え
る金券となります。（1,000円以下切り捨て）
※�対象となる住宅が、自然エネルギー発電施設の設置などに伴う国、道、町など公的機関の他の制度の補助金や貸付
金などの交付を受ける場合は、工事請負金額から補助金や貸付金を差し引いた後の金額から助成金を算出します。



1617

弟子屈町住宅用太陽光発電システム設置費補助金制度

住宅用太陽光発電システム設置に補助金を交付

▼対象者／次のいずれにも該当する方。

　町内に住民登録をしている（または登録予定の）方。

　�自ら居住する町内の住宅に新たに住宅用太陽光発電システムを設置

する、またはシステム付き住宅を購入する方。

　町税を滞納していない方。

　�町外事業者が工事を施工する場合は、町内事業者が建設工事または電

気工事に携わること。

▼対象システム

　住宅の屋根などへの設置に適した、低圧配電線と逆潮流有りで連係し、かつ未使用のもの。

　　※システム付き住宅購入の場合の「未使用」…居住実績、連係実績共にない場合。

　電力会社と電気需給契約を締結していること。

▼補助額

　太陽電池の最大出力値（小数点以下２位未満四捨五入）に３万円を乗じた額（千円未満の端数は切り捨て）。ただし、最

大５kWとします。

　例）最大出力3.553kWの場合／3.55kW×30,000円＝106,500円→（千円未満切り捨て）→106,000円

▼申し込み方法

　�４月８日㈪から受け付けを開始します。

（申請は予算の範囲内で随時受け付け、先

着順に交付決定します）

　�補助金交付申請は必ず、設置工事の着手

前、またはシステム付き住宅の取得前に

行ってください。

▼その他

　補助金の申請に係る様式に、一部変更があ

ります。町のホームページ、担当窓口でお渡し

できますので、申請の際はご連絡ください。その他ご不明な点などありましたら、お気軽にお問い合わせください。

職
員
人
事
異
動�

【
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成
25
年
３
月
31
日
発
令
】

　地域の自主性と自立性を尊重し、町や地域にとって有効で、公益性が見込まれる事業に対し、補助することを目

的とする「弟子屈町地域づくり活動支援事業補助金交付規則」に基づき、補助金交付希望団体の募集を行います。

【補助対象者】

　��町内において、地域づくり活動を継続的に推進する自治会およびコミュニティ団体など

　（会社法に定められている会社および営利団体を除く）

【補助金額】

　��補助対象経費の2/3以内

　（ただし、１事業につき10万円が限度です）

【補助対象事業】

　①公益性が認められる事業

　②地域の活性化につながる事業など

　　�（�独立採算の事業・国、道もしくは町から別の補助金

の交付を受けようとする事業は、対象となりませ

ん）

【補助対象例】

　�地域のイベントの開催、地域のための奉仕活動、セミ

ナーの開催など

【募集期間】

　�随時（ただし、予算がなくなり次第終了します）

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

平成25年度地域づくり活動支援事業地域づくりを応援!!

地域づくり活動支援事業補助金の利用状況（平成24年度実績）

実 施 団 体 事業内容および効果実施事業

ユースフル

ネットワーク

てしかが

商工会青年部主催のノーマイ

カー通勤デービアガーデンに

合わせて花火を打ち上げ、イベ

ントに華を添えるとともに、本

町の賑わいの創出・まちなかの

活性化を促し、町内外へ本町を

ＰＲした。

ノーマイ

カー通勤

デー花火

大会

川湯温泉矢音

祭実行委員会

矢音祭

in

KAWAYU

ダーツ大会やバンド演奏など

のイベント開催により、地域住

民と観光客の交流、地域振興の

促進、宿泊などによる観光業へ

の波及効果が図られた。

どさんこ・子育て特典制度
　道と市町村が協働して子育て中の皆さんを応援する「どさんこ・子育て特典制度」の対象世帯が、４月１日から「小学

生までの子どもがいる世帯」から『妊娠中の方か、小学生までの子どもがいる世帯』へ拡大されます。

　対象世帯の拡大については、町地域の協賛店からのご協力もいただけることになりました。ぜひ、協賛店からの特典

をご利用ください。

利用世帯の拡大内容／妊娠されている方のいる世帯が加わります！

拡大開始／平成25年４月1日

＜町地域協賛店＞（認証カード提示で特典が受けられます。）

キッチン「香川」／お子さんと妊婦の方にソフトドリンクサービス

そば処｢出雲」／お子さんと妊婦の方に粗品のプレゼント

　全道地域協賛店には、テーマパークやキャンプ場、ホテルなどもあります。町内の観光施設も協賛しています。家族

で町内観光を楽しみながら、特典サービスを受けてみませんか。

　全道地域協賛店での利用世帯の拡大や特典内容については、道のホームページ（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

hf/kms/dosanko/kosodatetokutennseido.htm）をご覧ください。

町内の＜全道地域協賛店＞（認証カード提示で特典が受けられます）

摩周湖レストハウス／お買い物された方に粗品プレゼント

硫黄山レストハウス／お買い物された方に粗品プレゼント

９○○草原シーニックカフェHome Sweet Home（５月～10月）／レストランで食事をされた方に牛乳１杯サービス

温泉民宿「北の大地」／日帰り入浴・宿泊料金割引

温泉浪漫の宿「湯の閣」／日帰り入浴料金割引

※妊娠中の方か、０歳～小学校６年生までのお子さんがいるご家庭が対象となります。

※�転入・出産などで認証カードがお手元にない方には、福祉こども課で配布しています。

※�協賛していただける施設・店舗などを随時募集しています。協賛される方は、ご連絡ください。

対象が妊婦の方のいる世帯まで拡大されます！

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

【
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動物の飛び出しに注意！
エゾシカの出没増加中

　エゾシカが増え続けて
います。
　冬から春にかけては、
路上や市街地にも多く出
没する傾向にあります。
自動車などの運転には、
十分、注意してください。
❑�連絡先（道路管理者）
　役場建設課管理係
　 ☎４８２‐２９４１（課

直通）まで。

申し込み・問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）４８２‐２６９６
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子育て応援医療費還元事業

中学生の通院医療費も助成します
　子育て中の世帯を応援する新たな事業として、昨年７月にスタートした「子育て応援医療費還元事業」の対象が、４

月１日から中学生まで広がります。

　この事業は、お子さんが病気やけがで通院した際に負担した医療費の一部を、町内での買い物などに利用できる商

品券（てしかがfureca（フレカ））（右下の図）として還元するものです。子育て中のご家庭の医

療費負担の軽減と、町内消費の活性化を図ることが目的で、既に100世帯以上のご家庭で利

用されています。

▼ �対象／本町に住民登録し、小学生・中学生のお子さんのいる世帯。

　ただし、他の医療費助成制度を受ける場合は対象になりません。

▼ �対象になる医療費／小学生・中学生のお子さんが通院（歯科を含む）した際、医療保険の

自己負担分として病院や薬局に支払った医療費が対象です。

　※入院分の医療費は除きます。

　中学生は平成25年４月１日以降の通院の際に支払った分から対象になります。

▼ �助成の内容／対象医療費のうち、自己負担分の2/3に相当する額を１円＝１ポイントと

して換算します。500ポイントごとに町内の取扱店で利用できる商品券と交換できます。

▼手続きの方法

　①�診療日、受診者氏名、保険内医療費の金額が記され、医療機関の領収印が押された領収書原本（レシート不可）と

保護者の方の印鑑を役場健康推進課へお持ちください。ポイントカード（右上の図）を作成し、金額に応じたポイ

ントを付与します。

　②�ポイントカード作成後は、お子さんの通院で負担した医療

費がある場合に、領収書とポイントカードを役場健康推進

課へお持ちいただければ、ポイントを加算します。

取扱店を募集しています！
　商品券取扱店の登録は現在41店舗です。町内で営業している

事業者の方で登録をご希望の場合は、ご連絡ください。

問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

ジェネリック医薬品のススメ
家計に優しい

問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

　同じ成分・同じ効き目で、新薬（先発医薬品）より安いのが『ジェネリック医薬品』です。実際に、どのくらい安く
なるのでしょうか。

長く服用しなければならない薬ほど安さを実感

国民健康保険の保険証を更新します
　次の窓口交付対象者を除き、各世帯に簡易書留郵便で保険証を発送します。発送は４月15日ころを予定し
ています。

▼窓口交付対象者

　①特別証交付対象者／学生の方などで本町に住民票がない方。在学（園）証明書が必要です。
　②短期証交付対象者／国民健康保険税を滞納している方。窓口相談の上、期間を定めて交付します。

※�国民健康保険税の賦課に関係しますので、まだ所得の申告がお済みでない方は、速やかに申告手続きを済
ませてください。

　ジェネリック医薬品は、新薬に比べて開発期間が短く、開発コストも大幅に抑えられるため、価格が新薬の２
～７割に設定されています。どのくらい安くなるかは薬によって異なりますが、一般的には長期間の服用が必
要になる薬ほど、価格の違いによるメリットが大きくなります。
　代表的な生活習慣病の、新薬とジェネリック医薬品の薬代の違いを紹介します。

①高血圧症　　高血圧症の代表的な薬を１日１回、１年間服用した場合

　　　　新　薬　　　　　　　　ジェネリック医薬品　　　　　　　　差　額　　　　

　　　 7,030円　　　　　　　　　　2,960円　　　　　　　　　　4,070円

②糖尿病　　　糖尿病の代表的な薬を１日３回、１年間服用した場合

　　　　新　薬　　　　　　　　ジェネリック医薬品　　　　　　　　差　額　　　　

　　　18,070円　　　　　　　　　　6,830円　　　　　　　　　 11,240円

③脂質異常症　脂質異常症の代表的な薬を１日１回、１年間服用した場合

　　　　新　薬　　　　　　　　ジェネリック医薬品　　　　　　　　差　額　　　　

　　　11,140円　　　　　　　　　　2,760円　　　　　　　　　　8,380円

※医療費の自己負担が３割の場合の金額です。
※上記はあくまで一例で、価格は薬の種類によって異なります。

　生活習慣病は、生涯にわたり薬を飲み続ける必要があることもあり、５年、10年と
積み重なると、差額はさらに大きな金額になります。
　家計に優しいジェネリック医薬品への切り替えを検討してみませんか。

　全ての新薬に対しジェネリック医薬品が製造販売されているわけではなく、治療内容によっては適さない
場合もあります。まずは医師に相談し、選択や使用法については薬剤師と相談してみましょう。

ご注意ください！

（旧）川湯温泉観光案内所を事務所などで使用しませんか
　町では、（旧）川湯温泉観光案内所（行政財産）を、事務所などとして使用を希望する町民の方を募集します。詳細
やご不明な点などは、観光商工課商工振興係にお問い合わせください。

▼貸付期間／平成25年５月１日㈬～平成26年３月31日㈪（期間の延長・短縮は可能です）

▼ �使用できる施設／（旧）川湯温泉観光案内所（川湯温泉２丁目33番地・御園ホテル向かい）
　　　　　　　　　1982（昭和57）年建築　木造平屋　54.87㎡

▼使用料金／弟子屈町行政財産使用条例により、期間使用料29,007円（１カ月2,637円）
　　　　　　その他使用者負担　浄化槽定期点検料、浄化槽保守点検料、電気・水道料金

▼応募資格
　①（旧）川湯温泉観光案内所施設を事業所などの事務所などとして利用が可能な方。
　②事業所として必要な許可や免許などを有すること。
　③町税を滞納していないこと。

▼申請期間／４月２日㈫～４月10日㈬（土・日曜日を除く）の８時45分～17時30分

▼申請書類
　①行政財産使用許可申請書（役場観光商工課にあります）
　②�添付書類／納税証明書、登記事項証明書（個人の場合は町長が発行する営業証明書）、代表者身元証明書（個人
企業のみ）、許可・登録証明書（コピーでも可）

▼現地説明会（希望者のみ）／４月９日㈫　10時　（旧）川湯温泉観光案内所

▼使用者の決定について／使用希望者が多数の場合は、内容を審査し決定します。

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）
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　３月１日の弟子屈高校（宮嶋衛次校長）を皮切りに、町内小・中

学校で卒業式、幼稚園・保育園で卒園式が行われました。

　今年の卒園児・卒業生は、幼稚園・保育園が61人、小学校58人、

中学校71人、高校61人です。

　弟子屈中学校では、吉田亨校長から卒業生一人一人に卒業証

書が手渡されました。11人が卒業を迎えた川湯中学校（辻川尚

志校長）では、在校生代表が送辞を、卒業生代表が答辞をそれぞ

れ贈りました。

　弟子屈小学校（阿部典子校長）では、真新しい中学の制服など

に身を包んだ卒業生が、やや緊張した面持ちで式に臨みまし

た。川湯小学校では６人が卒業。卒業証書を手渡した中嶋治代

校長と、しっかりと握手を交わしていました。

　摩周丘幼稚園（鈴木幸栄園長）では、卒園児一人一人に卒園証

書が手渡されたほか、皆勤賞や精勤賞の表彰も行われました。

　たくさんの保護者などが見守る中、式を終えた卒業生は、希

望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました。

今　巣立ちのとき… 卒業式　卒園式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在校生の言葉に聴き入る卒業生（3/19弟子屈小学校）２人の卒業生が在校生と「よびかけ」でお別れ（3/22和琴小学校）卒業生が両親に感謝の花束を（3/22美留和小学校）

式が進むにつれ高まる思い（3/22奥春別小学校）たくさんの拍手に送られて（3/15弟子屈中学校）お別れが寂しくて（3/24摩周丘幼稚園）今年は２人が卒園（3/23奥春別森の保育園）たった一人の卒業生（3/22昭栄小学校）

保護者や在校生に見守られて（3/19弟子屈小学校） 最後の校歌斉唱（3/1弟子屈高校） 卒業証書を受け取り校長先生としっかり握手（3/19川湯小学校）

卒園を迎えた31人（3/24摩周丘幼稚園）卒業生から学校に記念品が（3/22美留和小学校）（上） お父さん・お母さんへの感謝の手
紙を読み上げる卒園児

（左） 保育証書を手に、小学校での抱負
を披露

（3/26川湯保育園）
（上）緊張した面持ちで式に臨む卒業生（3/15川湯中学校）

（右）あふれる思いをこらえ切れず（3/15弟子屈中学校）

※このほか、3/27にはおひさま保育園の卒園式が行われましたが、編集スケジュール上、写真の掲載ができないことをご了承ください。

６年間の思い出が込み上げる「呼びかけ」（3/19川湯小学校）

卒業証書を受け取り笑顔（3/1弟子屈高校）卒業生代表による答辞（3/15川湯中学校）

2021
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第38回児童生徒
読書感想文コンクール

22

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
小
学
校
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

つ
る
に
の
っ
て

　
弟
子
屈
小
学
校
　
鈴 

木  

あ
か
り 

さ
ん

　

私
が
こ
の「
つ
る
に

の
っ
て
」を
読
も
う
と

思
っ
た
理
由
は
、
こ

の
本
に
は
広
島
県
に

落
ち
た
原
爆
の
こ
と

が
書
い
て
あ
っ
て
、以
前
か
ら
広
島
県
に
落
と

さ
れ
た
原
爆
の
事
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
物
語
は
、
主
人
公
の
佐
藤
と
も
子
が
、

原
爆
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
見
学
に
行
っ
た

広
島
県
の
平
和
記
念
公
園
の
資
料
館
に
あ
る

原
爆
の
子
の
像
サ
ダ
コ
が
動
き
出
し
て
、原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
と
も
子
に
教
え
て
く
れ
る
と

い
う
お
話
で
す
。

　

私
が
一
番
心
に
残
っ
た
場
面
は
、サ
ダ
コ
が

小
さ
い
頃こ

ろ

に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の
映
像
を
見

て
い
る
場
面
で
す
。私
は
ど
う
し
て
原
爆
が
落

と
さ
れ
た
の
か
、そ
し
て
こ
の
原
爆
が
落
と
さ

れ
た
た
め
に
何
万
人
、何
十
万
人
も
の
人
々
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、す
ご
く
悲

し
か
っ
た
で
す
。

　

怖
か
っ
た
場
面
は
、ほ
の
お
に
焼
か
れ
て
大

や
け
ど
を
負
っ
た
と
こ
ろ
を
再
現
し
た
人
形

を
見
て
い
る
場
面
で
す
。

　

そ
し
て
、ド
ロ
ド
ロ
に
体
が
溶
け
て
い
く
写

真
は
本
物
の
人
間
の
よ
う
で
、本
当
に
こ
ん
な

風
に
な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
、悲
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
と
も
子
と
似
て
い
る
な
と
感
じ
た
と

こ
ろ
は
、原
爆
が
落
ち
た
す
ぐ
後
の
様
子
を
再

現
し
た
展
示
物
を
見
た
と
き
の
と
も
子
が
、泣

き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
場
面
で
す
。

　

と
も
子
は
、今
す
ぐ
に
で
も
泣
き
そ
う
に
な

っ
て
い
て
、あ
ま
り
に
も
つ
ら
く
て
、

「
も
う
、帰
ろ
う
か
な
。」

と
、
言
い
ま
し
た
。私
も
も
し
そ
の
場
に
い
た

ら
、同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
所
に
取
り
残
さ
れ
て
、
こ
わ
く
て
仕

方
な
い
ん
だ
わ
・
・
・
。サ
ダ
コ
、あ
の
子
達た

ち

を

助
け
て
あ
げ
て
！
」

　

こ
れ
は
、放
射
能
を
浴
び
て
死
の
世
界
に
な

っ
た
パ
リ
の
町
に
子
ど
も
が
い
て
、と
も
子
が

助
け
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
す
。こ
の
セ
リ

フ
を
見
た
と
き
人
の
こ
と
を
思
っ
て
行
動
す

る
と
も
子
を
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
も
と
も
子
を
見
習
っ
て
、人
の
こ
と
を
思

っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し
て

い
き
た
い
で
す
。

「
サ
ダ
コ
ち
ゃ
ー
ん
！
」

　

こ
れ
は
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
映
像
を
見

て
、
と
も
子
が
叫
ん
だ
言
葉
で
す
。せ
っ
か
く

友
達
に
な
っ
た
サ
ダ
コ
が
原
爆
に
よ
っ
て
命

が
う
ば
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

叫
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
場
面
で
サ
ダ
コ
が
と
も
子
に
、

「
ね
ぇ
、と
も
子
。好
き
な
子
い
る
？
」

と
聞
き
ま
す
。と
も
子
は
、

「
う
ん
」

と
答
え
た
後
、
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ

は
、
き
っ
と
サ
ダ
コ
に
も
好
き
な
人
が
い
て
、

で
も
原
爆
で
す
べ
て
が
う
ば
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
と
思
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

物
語
の
最
初
に
と
も
子
が
折
り
鶴
を
折
っ

て
飛
ば
す
と
、そ
の
折
り
鶴
が
原
爆
の
子
の
像

の
方
へ
飛
ん
で
い
っ
て
サ
ダ
コ
が
動
い
た
の

は
、
広
島
県
の
こ
と
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
爆

の
こ
わ
さ
を
き
っ
と
と
も
子
に
伝
え
た
か
っ

た
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
、こ
れ
か
ら
も「
人
の
命
」

を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
友
達
・
家
族
の
こ
と
を
思
っ
て
行

動
す
る
こ
と
を
、心
が
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
書
名『
つ
る
に
の
っ
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ホ
・
シ
ボ
　
著

（
寸
評
）
ま
ず
小
学
校
５
年
生
の
あ
か
り
さ
ん
が
、

「
原
爆
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
い
」と
い
う
思
い
で
、

こ
の
本
を
手
に
と
っ
た
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。ど

ん
な
悲
し
い
こ
と
が
起
き
た
の
か
、私
た
ち
大
人
で

も
、
し
っ
か
り
向
き
合
お
う
と
す
る
こ
と
は
、
な
か

な
か
で
き
な
い
か
ら
で
す
。主
人
公
が
伝
え
た
か
っ

た「
命
」「
友
達
」「
家
族
」の
大
切
さ
を
、あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
し
し
っ
か
り
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、

教
え
ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
小
学
校
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

見
て
て
ね
、モ
ア

　
弟
子
屈
小
学
校
　
西 

田
　
愛 

梨 

さ
ん

　
「
自
分
の
目
が
も

し
見
え
な
か
っ
た

ら
・
・
・
」

　

私
以
外
の
人
が
こ

う
聞
か
れ
た
ら
、
何

と
答
え
る
だ
ろ
う
。

「
そ
ん
な
の
嫌
」か
な
、そ
れ
と
も「
今
見
え
て
い

る
か
ら
わ
か
ら
な
い
。」か
な
。私
も
こ
の
疑
問

を
ず
っ
と
考
え
て
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。や

っ
ぱ
り
テ
レ
ビ
と
か
本
が
見
ら
れ
な
く
な
る

の
は
嫌
だ
な
ぁ
と
も
思
い
ま
し
た
。で
も
、
そ

れ
以
上
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。軽
く
考

え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。で
す
が
、
あ
る

本
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
私
の
考
え
は
、

が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の
本
は「
お
て
ん

ば
盲
導
犬
モ
ア
」と
い
う
本
で
、
名
前
か
ら
も

解
る
よ
う
に
、
お
て
ん
ば
な
犬
、
モ
ア
が
盲
導

犬
と
な
り
、目
の
不
自
由
な
人
を
支
え
て
い
く

実
話
を
元
に
し
た
話
で
、こ
の
本
で
は
盲
導
犬

の
事
は
も
ち
ろ
ん
、盲
導
犬
の
事
を
理
解
し
て

く
れ
な
い
人
が
い
る
事
や
、目
の
見
え
な
い
こ

と
が
ど
ん
な
に
辛つ

ら

い
か
も
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。私
は
今
ま
で
、目
が
見
え
る
事
、手
足
が
自

由
に
動
く
事
に
何
の
疑
問
も
も
た
ず
、当
た
り

ま
え
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。で
す
が

こ
の
本
を
見
て
、「
そ
う
か
、自
分
の
体
が
自
由

に
動
く
の
は
、当
た
り
ま
え
な
ん
か
じ
ゃ
な
い

ん
だ
。」と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
丈
夫

す
ぎ
る
体
に
生
ん
で
く
れ
た
親
に
も
感
謝
し

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
盲
導
犬
に
対
し
て
、「
人
の
目
の
か
わ
り

を
し
て
く
れ
る
す
ご
い
犬
。」と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
世
の
中
に
は
一
部
で
す
が
理
解
し
て
く

れ
な
い
人
も
い
ま
す
。モ
ア
と
ユ
ー
ザ
ー
さ

ん
、盲
導
犬
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人
が
電

車
に
の
る
と
、「
ど
う
し
て
電
車
に
犬
な
ん
て
の

せ
る
ん
だ
、
お
り
ろ
。」と
ど
な
ら
れ
た
り
、
買

い
物
を
し
よ
う
と
し
て
も
断
ら
れ
た
り
す
る

そ
う
で
す
。盲
導
犬
は
ふ
つ
う
の
犬
と
ち
が

い
、
き
ち
ん
と
訓
練
さ
れ
て
い
て
、
他
の
人
に

は
迷
惑
を
か
け
な
い
事
を
話
し
て
も
、犬
が
き

た
な
い
と
か
、迷
惑
だ
か
ら
入
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
所
が
実
際
に
は
多
い
と
い
う
事
で
し
た
。

私
は
、世
の
中
に
は
ど
う
し
て
も
犬
が
好
き
に

な
れ
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、全
員
犬
好
き

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
事
は
わ
か
り
ま
す
。で

も
店
や
公
共
施
設
に
入
る
の
は
難
し
い
に
し

て
も
、盲
導
犬
は
目
の
見
え
な
い
人
を
支
え
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
、そ
ん
な
盲
導
犬

の
努
力
を
あ
た
ま
ご
な
し
に
否
定
し
て
い
る

よ
う
で
私
は
モ
ア
と
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
に
も
う

し
わ
け
な
い
き
も
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。か

く
い
う
自
分
も
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
し
、こ

の
本
に
出
会
い
、見
方
も
考
え
も
変
わ
り
ま
し

た
。だ
か
ら
ま
ず
は
知
っ
て
ほ
し
い
。そ
う
す

れ
ば
何
か
解
決
策
も
見
え
て
く
る
と
思
う
か

ら
で
す
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、新
し
い
課
題
が
で

き
ま
し
た
。そ
れ
は
今
世
の
中
で
お
き
て
い
る

色い
ろ

々い
ろ

な
事
に
目
を
向
け
る
事
、私
は
こ
の
本
を

読
む
ま
で
、あ
ま
り
盲
導
犬
の
事
を
知
ら
な
か

っ
た
し
、目
が
見
え
な
い
人
の
気
持
ち
を
考
え

る
事
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
に
今
の
世

の
中
に
は
、
良
い
事
で
も
悪
い
事
で
も
、
知
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
今
、
自
分
が
出
来

る
事
を
行
動
に
移
し
て
行
き
た
い
と
も
思
い

ま
し
た
。こ
の
本
の
作
者
今
泉
耕
介
さ
ん
も
盲

導
犬
に
対
す
る
見
方
を
、今
一
度
考
え
て
ほ
し

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
本
や
勉
強
な
ど
で
、
世
の
中
を
知
る

事
が
で
き
、た
く
さ
ん
の
事
を
学
ぶ
事
が
出
来

ま
す
。私
は
そ
れ
を
素
晴
ら
し
い
と
思
う
し
、

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
動
に
移
す
と
言
っ
て
も
、私
に
出
来
る
の
は

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
事
か
も
し
れ
な
い
、で
も
そ

の
よ
う
な
事
で
も
一
歩
一
歩
積
み
か
さ
ね
て

い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
主
人
公
、
モ
ア
に
は
、
本
を
通
じ

て
元
気
を
も
ら
っ
た
し
、
見
方
、
価
値
観
の
ち

が
い
と
い
う
大
事
な
事
も
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
モ
ア
に
お
礼
を
言
い
た
い
で

す
。「
あ
り
が
と
う
モ
ア
」私
は
モ
ア
の
よ
う
な

人
を
元
気
に
出
来
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
書
名『
お
て
ん
ば
盲
導
犬
モ
ア
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
耕
介
　
著

（
寸
評
）
こ
の
本
を
読
ん
で
西
田
さ
ん
が
と
て
も
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
と
り
、
考
え
、
文
に
ま
と
め

た
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。本
か
ら
学
ん
だ
こ
と

と
、今
ま
で
の
自
分
と
を
比
べ
て
振
り
返
る
だ
け
で

な
く
、自
分
な
り
の
新
た
な
課
題
ま
で
見
つ
け
出
す

な
ど
、
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
、
素
晴
ら
し
い
感
想

文
で
し
た
。き
っ
と
西
田
さ
ん
の
感
想
文
を
読
ん
で

「
お
て
ん
ば
盲
導
犬
モ
ア
」を
読
ん
で
み
た
く
な
る
人

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。良
い
本
と
出
会
い
ま
し
た

ね
。

そのほかの最優秀作品についても、来月以降順次紹介していきます。※ 児童の学年は、コンクールが行われた平成24年度当時のものです。23
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町全体が芸術の舞台

てしかが
アートフェスティバル

２０１３
　てしかがえこまち推進協議会（会長・德永町長）主

催（主管：アート＆アド部会（今井善昭部会長））の「て

しかがアートフェスティバル２０１３」が、３月９

日から17日にかけて町内各地で開催されました。

　町全体を舞台に、音楽や美術、自然などさまざま

な角度から芸術を発信する複合イベント。東日本

大震災から２年を迎える３月11日をはさんだ会期

とすることで、震災復興支援のチャリティーイベ

ントとしての位置づけもありました。歌手で俳優

の吉田栄作さんのコンサートを皮切りに、ホテル

摩周の客室を全国各地から集まった芸術家が創作

の場とする「泊まれるアート」、湯の島公園から道の

駅摩周温泉までの湯の島通りでの野外美術展示な

ど、多彩な催しが行われ、延べ800人の皆さんでに

ぎわいました。

　イベント会場では、来場者の皆さんに募金への

協力を呼びかけ。寄せられた募金は全額、宮城県石

巻市で行われる復興支援イベントの開催支援費と

して寄附されました。

３月11日14時46分　東日本大震災被災者への追悼の意を込めて
水郷公園なんだろう橋の鐘を鳴らす

道の駅摩周温泉でチャリティーコンサートを行った吉田栄作さん吉田栄作さんコンサートの
オープニングを務めた秋吉文絵さん

ギタリスト柳澤英毅さん（右）と一緒に会場を盛り上げた吉田さん

湯の島通りに出現した芸術作品の数々

講演を行う鈴木さん（左）

熱戦を繰り広げる子どもたち

熱
心
に
議
論
す
る
参
加
者
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野菜をもぉ～っと食べましょう！
お手軽野菜料理レシピ

　

脂
質
に
は
、体
の
細
胞
を
構
成
す
る
成
分
や

脂
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
の
吸
収
を
促
す
大
切
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
体
を
動
か
す
と

き
に
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
も

使
わ
れ
る
ほ
ど
、少
量
で
も
高
カ
ロ
リ
ー
な
栄

養
素
で
す
。

　

た
く
さ
ん
と
っ
て
し
ま
う
と
、使
い
切
れ
ず

に
内
臓
や
皮
下
に
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
、肥

満
や
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
も

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。と
り
過
ぎ
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

❑
油
を
控
え
る
ポ
イ
ン
ト

▼
揚
げ
物

　
�

材
料
の
衣
が
厚
い
ほ

ど
油
を
吸
い
や
す
く

「
衣
を
薄
く
」が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。天
ぷ
ら
、

フ
ラ
イ
、コ
ロ
ッ
ケ
、

空
揚
げ
、
素
揚
げ
の

順
に
油
の
吸
う
量
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

�

揚
げ
る
温
度
が
低
い

と
油
を
吸
い
や
す
い

今月の栄養士

石�塚　員�可�さん

ア
ブ
ラ
を
控
え
て
お
い
し
く
食
べ
る
工
夫

の
で
、適
温
で
揚
げ
ま
し
ょ
う
。

　

�

揚
げ
ず
に
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
た
り
、油
を

少
し
か
け
て
ト
ー
ス
タ
ー
な
ど
で
焼
く
と

油
を
控
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ル
ウ
を
使
っ
た
料
理

　

�

カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
ル
ウ
は
、思
っ

た
よ
り
も
油
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。手

作
り
す
る
と
き
は
バ
タ
ー
や
油
を
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。市
販
の
ル
ウ
を
使
う
と
き

は
量
を
減
ら
し
、デ
ン
プ
ン
や
小
麦
粉
な
ど

で
と
ろ
み
を
加
え
る
と
、
油
を
抑
え
、
カ
ロ

リ
ー
も
減
ら
せ
ま
す
。

▼
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　

�

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
ノ
ン
オ
イ
ル
を
選
び
、マ

ヨ
ネ
ー
ズ
も
オ
イ
ル
カ
ッ
ト
の
も
の
を
選

ぶ
の
が
お
す
す
め
で
す
。マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
プ

レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
混
ぜ
た
り
、ノ
ン
オ

イ
ル
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
手
作
り
し
た
り

す
る
と
、油
の
量
を
調
整
し
や
す
い
で
す
。

　

揚
げ
物
や
炒
め
物
は
、１
日
１
回
を
目
安
に

し
ま
し
ょ
う
。網
焼
き
や
煮
物
、
蒸
し
物
の
料

理
が
お
す
す
め
で
す
。ま
た
、
生
野
菜
の
サ
ラ

ダ
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
よ
り
、温
野
菜

を
お
ひ
た
し
な
ど
で
食
べ
る
と
油
を
控
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進
課
健
康

推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５（
課
直
通
）ま

で
。

手軽な野菜の使い方
　下処理に時間のかかる野菜や芋は、まとめてゆでて冷蔵庫にストックしておくと、短時間で料理することが

できます。時間に余裕のあるときに、多めの野菜をまとめてゆでておくと２～３日は使うことができ、洗ったり

ゆでたりする手間も一度で済むのでおすすめです。

❑まとめゆでにおすすめの野菜（ザルに上げて冷まし、余分な水分を飛ばすと傷みにくいです）

カボチャ／種とわたを取り、大きめの一口大に切って

�ニンジン・大根／使いやすい大きさ（輪切りや乱切りなど）に切り、水からやわらかくゆでて、ザルに上げて冷

ます。

ブロッコリー・カリフラワー／小房に分けて、熱湯でさっとゆで、ザルに上げて冷ます。

コマツナ・ホウレンソウ／熱湯で硬めにゆで、冷水で冷ましてから水気を切り、食べやすく切る。

ゴボウ／皮をこそげて使いやすい大きさに切り、酢を少し入れた水から硬めにゆで、ザルに上げて冷ます。

�レンコン／皮をむいて使いやすい大きさに切り（半月切りやイチョウ切り）、酢を少し入れた水から硬めにゆ

で、ザルに上げて冷ます。

ジャガイモ／皮をむいて大きめに切り、電子レンジで硬めに加熱し、ザルに上げて冷ます。

�アスパラガス／根元の硬い部分を切り、使いやすい長さに切って、電子レンジで硬めに加熱し、ザルに上げて

冷ます。

根菜とベーコンのさっと煮

【材料（４人分）】

大根・ゴボウ・レンコン・ニンジン（まとめゆでしたもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各100g
スライスベーコン　　　　　　　　　　　　　　２枚
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１カップ
鶏ガラスープ（顆粒）　　　　　　　　　　小さじ1/2
砂糖・しょうゆ　　　　　　　　　　　　 各大さじ２

【作り方】

①�ベーコンは２センチくらいに切る。
②�鍋に野菜を入れ、上に①を散らす。水と調味料を入れて
強火で煮る。水分が半分くらいになるまで煮含め、火を
止めて盛り付ける。

きんぴら

【材料（４人分）】

レンコン・ニンジン・ゴボウ（まとめゆでしたもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各100g
ごま油　　　　　　　　　　　　　　　　　小さじ２
砂糖・しょうゆ　　　　　　　　　　　 各大さじ２弱
一味唐辛子　　　　　　　　　　　　　　　　　少々

【作り方】

①�鍋にごま油と野菜を入れ、野菜の表面に所々焼き色が
付くまで強火で炒める。

②�砂糖としょうゆを入れて水気がなくなるまで炒めたら
火を止め、一味唐辛子を混ぜて盛り付ける。

チーズ焼き

【材料（４人分）】

じゃがいも（まとめゆでしたもの）　　　　　　　200g
ホウレンソウ・ブロッコリー・ニンジン
　　　　　　　　　　　 （まとめゆでしたもの）　各70g
バターまたはサラダ油　　　　　　　　　　　　適量
　　卵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１個
�Ａ��牛乳　　　　　　　　　　　　　　　　大さじ２
　　塩・こしょう　　　　　　　　　　　　　　 少々
ピザ用チーズ　　　　　　　　　　　　　　　　適量

【作り方】

①�耐熱皿にバターかサラダ油を薄く塗っておく。
②�Ａを混ぜ合わせ、食べやすい大きさに切った野菜を入
れて混ぜる。

③�耐熱皿に②を入れ、好みの量のチーズを乗せ、オーブン
レンジかトースターで10分くらい、卵に火が通りチーズ
に焼き色が付くまで焼く。（表面が焦げそうなときは、途
中でアルミホイルをかぶせて焼きましょう）

{

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

飯
いい

島
じま

　珠
たま

 ちゃん德
とく

永
なが

　倖
さち

 ちゃん

栗
くり

田
た

　蓮
れん

翔
と

 ちゃん丸
まる

山
やま

　乃
の

愛
あ

 ちゃん橋
はし

田
だ

　 和
ほのか

 ちゃん前
まえ

川
かわ

　温
はる

人
と

 ちゃん中
なか

川
がわ

　ちせ ちゃん
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１
９
２
１（
大
正
10
）年
、更
科
が
獣
医

に
な
る
た
め
に
東
京
の
麻
布
獣
医
学
校

で
勉
強
し
て
い
る
と
き
、
熊
牛
原
野
で

は
知
り
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
絵
画
や

彫
刻
な
ど
を
得
意
と
す
る
仲
間
た
ち
と
、

青
春
の
多
感
な
こ
ろ
を
過
ご
し
ま
す
。

　

１
９
２
２（
大
正
11
）年
、喀
血（
か
っ
け

つ
）で
体
調
を
崩
し
て
熊
牛
原
野
に
帰
り
、

翌
年
復
学
し
ま
す
が
、
１
９
２
３（
大
正

12
）年
、
関
東
大
震
災
の
惨
状
を
見
て
退

学
し
、
再
び
熊
牛
原
野
に
帰
っ
て
き
ま

す
。更
科
は
麻
布
の
獣
医
学
校
を
中
退

し
た
後
も
、
青
春
を
過
ご
し
た
仲
間
た

ち
と
交
流
を
続
け
、
詩
と
版
画
の
雑
誌

を
出
版
す
る
計
画
を
し
た
り
、
美
術
を

志
し
て
フ
ラ
ン
ス
行
き
を
計
画
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
と
き
、
更

科
の
絵
心
が
引
き
出
さ
れ
、
彫
刻
刀
を

操
る
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
９
２
９（
昭
和
４
）年
、熊
牛
原
野
の

特
別
教
授
場
が
昭
栄
尋
常
小
学
校
に
昇

格
す
る
こ
と
に
な
り
、
教
員
が
正
規
の

資
格
を
取
る
講
習
に
行
っ
て
い
る
留
守

の
間
、
獣
医
学
校
を
中
退
し
て
い
る
が

更
科
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
代

用
教
員
と
な
り
ま
す
。こ
の
と
き
書
い

た
詩
に

 

代
用
教
員
の
詩（
３
）

　
『
皆　

な
に
を
し
た
い
』

　
『
外
へ
出
て
遊
び
た
い
ん
で
す
』

　
『
よ
ー
し　

出
よ
う
』

　
『
ワ
ー
ツ　

い
い
な
ァ
』

　
『
先
生
こ
れ
な
ん
で
す
』

　
『
空
色
の
花
咲
く
は
る
り
ん
ど
う
』

　
『
先
生
こ
れ
な
ん
で
す
』

　
『
そ
れ
は
た
ん
ぽ
ぽ
の
芽
』

　
　
（
略
）

　
『
私
た
ち
は
何な

故ぜ

生
き
て
る
の
先
生
』

　
『
皆
で
仲
よ
く
す
る
為た

め

さ
』

　
『
先
生
そ
ん
な
事
誰
に
な
ら
っ
た
の
』

　
『
皆
あ
ん
た
方
に
さ
』

　
『 

先
生
タ
ー
チ
ャ
ン
が
僕
を
ぶ
ん
な
ぐ

り
ま
し
た
』

（
詩
集『
種た

ね

薯い
も

』か
ら
）

　

が
あ
り
ま
す
。更
科
の
授
業
は
、
必
要

な
こ
と
を
教
え
た
後
は
、
何
と
も
気
負

い
の
な
い
の
ど
か
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
授
業
の
合
間
に
更
科
は
、
原

野
に
咲
く
草
花
を
観
察
し
、
名
前
を
調

べ
、
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
。そ
の
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
は
３
冊
に
な
り
ま
し
た
。翌
年
、

コ
タ
ン
の
学
校
で
代
用
教
員
を
し
た
と

き
も
続
け
、６
冊
に
な
っ
た（『
原
野
の
中

の
更
科
源
蔵
』森
川
勇
作
）と
い
い
ま
す
。

　

更
科
源
藏
文
学
資
料
館
で
は
、
こ
の

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
は
所
蔵
し
て
い
ま
せ

ん
が
、１
９
９
３（
平
成
５
）年
９
月
25
日

（
更
科
の
命
日
）に
催
さ
れ
た
更
科
源
蔵
を

偲し
の

ぶ
会
第
１
回「
原
野
樹（
忌
）」の
と
き
、

札
幌
に
在
住
し
て
い
た
森
川
勇
作
氏
の

取
り
計
ら
い
で
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
の
一

部
が
絵
葉
書
に
さ
れ
、
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

●更科源藏資料紹介

第
96
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜八、
高村光太郎に師事し、詩作
を中心に郷土史、アイヌ文
化研究など主に文学活動
を続けた。
▶ 弟子屈町で所蔵している

さまざまな資料を紹介す
る。

著書の検印などに使っ
ていた自作のエゾシカ
印

絵はがきになった草花のスケッチ

ツリガネニカジン

新 刊 案 内

「韓国には豚年があ
る？」「器を持ち上げ
て食べるのはダメな
こと？」
似ているようで全く
違う！日韓の文化の
違いが楽しく読め
る、ふたごのマンガ
家によるコミックエ
ッセイ。

「
ス
ナ
ッ
ク
さ
い
ば
ら
お
ん
な
け
も
の
み
ち
」

西
原
理
恵
子
／
著

「�

雪
国
89
歳
の
郵
便
配
達
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

清
水　

咲
栄
／
著

「�

別
れ
さ
せ
屋
の
恋　

パ
ル
フ
ェ
タ
ム
ー
ル
」

新
堂　

冬
樹
／
著

「�

終
極　

潜
入
捜
査
」

今
野　
　

敏
／
著

「
ち
ょ
う
ち
ん
そ
で
」

江
國　

香
織
／
著

「�

望
郷
」

湊　

か
な
え
／
著

「�

冬
芽
の
人
」

大
沢　

在
昌
／
著

「�

国
家
試
験
カ
タ
ロ
グ　
２
０
１
４‐１
５
年
版
」

宮
下　

啓
二
／
編

「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
さ
ち
ゃ
ん
」

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ナ
ッ
プ
マ
ン
／
ぶ
ん

「
お
み
ま
い
、お
こ
と
わ
り
？
」

ポ
ニ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
／
ぶ
ん

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

かおり＆ゆかり／著

☆ 

特
集
展
示『
て
し
か
が
っ
子
に
読

ま
れ
た
本
２
０
１
２
』

　

平
成
24
年
度
の
弟
子
屈
町
児
童
生
徒
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

読
書
感
想
文
の
題
材
と
な
っ
た
作
品
を
、
特

集
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

☆ 『
毎
日
小
学
生
新
聞
』
の
購
読
を

始
め
ま
し
た

　
「
毎
日
小
学
生
新
聞
」の
紙
面
に
は
、
新
聞
社

な
ら
で
は
の
新
鮮
な
ニ
ュ
ー
ス
素
材
と
、
そ
の

背
景
解
説
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。子
ど

も
の
社
会
へ
の
関
わ
り
を
増
や
し「
読
み
解
く

力
」「
考
え
る
力
」を
伸
ば
す
の
に
最
適
な
素
材
ば

か
り
。社
会
・
政
治
、科
学
、文
学
な
ど
、幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
を
子
ど
も
向
け
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
方
も
ぜ
ひ

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

※�

貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
館
内
で
の

閲
覧
の
み
に
な
り
ま
す
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

へぇー！
韓国ではそうなんですか？

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
４月は8:00～17:00開館　毎週水曜日休館

　

川
湯
温
泉
街
の

一
角
に
あ
る
、
木

造
の
建
物
を
ご

存
じ
で
す
か
？

秋
か
ら
冬
に
か

け
て
は
、
周
辺

の
木
々
の
葉
が

落
ち
る
の
で
見

通
し
が
よ
く
な

る
の
で
す
が
、緑
が
ふ
ん
だ
ん
な
時
期

は
目
立
た
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
、

川
湯
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

（
川
湯
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）で
す
。

　
「『
エ
コ
』っ
て
い
う
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
＝
生
態
、自
然
に
関
す
る

～川湯の森から～

展
示
を
し
て
い
る
施
設
で
し
ょ
」と
、
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。ハ
ズ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

で
も
、そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

　
「
エ
コ
」と
は
、ギ
リ
シ
ャ
語
で「
家
」

を
意
味
す
る「
オ
イ
コ
ス
」に
由
来
し
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
語
源

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｍ
Ｃ
は
、自

然
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
地
域

の
文
化
や
歴
史
、
そ
し
て
人
々
の
暮

ら
し
な
ど
を
す
べ
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
中
心
に
存
在
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
博
物
館
）な
の
で
す
。

　

わ
が
町
が
誇
る
べ
き
、
火
山
と
森

と
湖
が
織
り
な
す
大
自
然
。そ
の
中

で
人
と
人
と
が
触
れ
合
う
場
と
し
て
、

阿
寒
国
立
公
園
へ
と
誘
う
玄
関
口
と

し
て
、
川
湯
Ｅ
Ｍ
Ｃ
は
存
在
し
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
１
年
間
、ど
ん
な
施

設
な
の
か
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、百
聞（
百
読
）は
一
見
に
し

か
ず
。「
家
」で
す
か
ら
入
館
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

エコミュージアムの「エコ」って？

玄関前でこんな子たちもお出迎え

求ム！自然情報
　白一色だった風景が、だんだんと

色付き始めます。季節の移り変わり

を教えてくれるのは、花や鳥や昆虫

たち、そして春渡る風です。

　スタッフも自然観察に飛び出し

ますが、何せフィールドが広過ぎま

す。そこで、皆さんへのお願いです。

　「フキノトウが顔を出した」「フクジ

ュソウが咲いた」「屈斜路湖の氷が解

け出した」といった状況や日にち、場

所などをお知らせください。小さな

情報の積み重ねが、弟子屈の財産に

なっていきます。

今年はいつフクジュソウに会えるかな

トモエソウエゾレンリンソウ

キタコブシ エゾヤマザクラ

㈱弟子屈振興公社から発行された絵はがき

絵はがきの外箱
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ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
た
た
え
て

　

平
成
24
年
度
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

が
３
月
22
日
、公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
２
人
、
ス
ポ

ー
ツ
奨
励
賞
２
団
体
と
３
人
が
選
ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
弟
子
屈
陸

上
少
年
団
の
西
田
健
修
君
が「
２
年
続
け

て
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
頂
け
た
の
は
、
と
て
も

光
栄
で
す
。指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
、
そ
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
家
族

や
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
ス
ポ
ー
ツ

賞
を
頂
け
た
と
思
っ
て
ま
す
。自
分
は
、

志
を
持
っ
て
目
標
に
向
か
い
、
や
る
べ
き

こ
と
を
や
れ
ば
、
必
ず
結
果
は
付
い
て
く

る
こ
と
を
黒
萩
先
生
か
ら
学
び
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し 式を終えて

た
が
、
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
へ
行
っ
て
も
日
々
、
精
進
し
て
、
も

っ
と
上
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。本

日
は
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

❑
ス
ポ
ー
ツ
賞

▼
渡
辺
伊
織（
立
命
館
大
学
４
年
）

　

世
界
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権
大

　

会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル　

第
２
位

▼
西
田
健
修（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

　

�

全
道
陸
上
競
技
大
会（
砲
丸
投
げ
）優
勝
・

（
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
）優
勝

　

�

全
国
陸
上
競
技
大
会（
１
１
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
）第
２
位
・（
砲
丸
投
げ
）第
３
位

❑
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
弟
子
屈
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
部

　

全
道
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

第
３
位

▼ 

弟
子
屈
陸
上
少
年
団
女
子
リ
レ
ー
チ

ー
ム（
弟
子
屈
中
学
校
）

　

�

全
道
陸
上
競
技
大
会（
４
×
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
）第
５
位

▼
小
家
山
春（
弟
子
屈
中
学
校
１
年
）

　

�

全
道
陸
上
競
技
大
会（
Ｃ
走
り
幅
跳
び
）

第
４
位

▼
山
崎
美
玖（
同
）

　

�

全
道
陸
上
競
技
大
会（
８
０
０
㍍
）第
４

位
・（
Ｃ
８
０
０
㍍
）第
５
位

▼
小
澤
寧
（々
同
）

　

�

全
道
陸
上
競
技
大
会（
１
０
０
㍍
）第
６

位

　

バ
ト
ン
ト
ワ

ラ
ー
弟
子
屈
教

室
の
中
山
遥
奈

さ
ん（
弟
子
屈
中

学
校
３
年
）が
、

昨
年
８
月
に
札

幌
市
で
開
催
さ

れ
た
第
37
回
全

日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
。優
秀
な
成
績

を
収
め
、３
月
29
日
か
ら
大
阪
市
で
開
催

さ
れ
た
第
38
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
広
報
て
し
か
が
５

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

バ
ト
ン
で
全
国
大
会
出
場

大会出場を報告する中山さん（右から２人目）

　

弟
子
屈
中
学

校
バ
レ
ー
部
の

笛
木
鮮
君
、
佐

藤
瑞
希
君
、
小

野
寺
宏
太
君
、

船
坂
唯
さ
ん

（
い
ず
れ
も
２

年
）が
、釧
路
選

抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、３
月
26
日
か
ら
芦

別
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
22
回
北
海
道
中

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
秀
選
手
選
抜
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
広
報
て
し
か
が
５

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

弟
中
バ
レ
ー
部
が
大
活
躍

左から小野寺君、佐藤君、笛木君、船坂さん

弟中男女ソフトテニス部　全道３位
　

弟
子
屈
中
学
校
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
が
、２
月
24
日
か
ら
赤
平
市（
男
子
）、新

十
津
川（
女
子
）で
行
わ
れ
た
第
５
回
ウ
イ

ン
タ
ー
リ
ー
グ
選
抜
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
男
女
と
も
に
予
選
リ
ー
グ

を
２
位
で
通
過
。見
事
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

役
場
で
の
結
果
報
告
で
、
男
子
キ
ャ
プ

テ
ン
の
清
水
皓
太
君
が「
３
位
に
入
賞
し

た
こ
と
で
自
信
に
な
っ
た
。夏
の
大
会
も

入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」、
女
子
キ

ャ
プ
テ
ン
の
青
木
美
依
奈
さ
ん
が「
次
に

つ
な
が
る
結
果
と
な
っ
た
」と
、今
後
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

弟中ソフトテニス部の皆さん

町
食
育
推
進
会
議
・
公
民
館

連
携
講
座　

第
２
弾
！

弟
子
屈
町
の
農
業
を
知
ろ
う
！

家
庭
菜
園
の
基
礎
と
弟
子
屈

町
の
お
す
す
め
野
菜
づ
く
り

講
座

▼�

日
時
／
４
月
25
日
㈭　

10

時
〜
正
午

▼
場
所
／
公
民
館
研
修
室

▼�
講
師
／
釧
路
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
職
員

▼�

内
容
／
弟
子
屈
町
の
農
業

や
地
場
産
品
の
紹
介
・
家

庭
菜
園
の
つ
く
り
方
な
ど

▼�

持
ち
物
／
筆
記
用
具

▼
参
加
料
／
無
料

▼�

締
切
日
／
４
月
19
日
㈮

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈

町
公
民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　
「
作
る

楽
し
さ
と

技
術
を
学

ぼ
う
」を

テ
ー
マ
に
、２
月

は
弟
子
屈
学
級

で
編
み
物
・
マ
フ

ラ
ー
作
り
、川
湯

学
級
は
ク
ラ
フ
ト
工
芸
・
お
ひ
な
さ
ま
作

り
を
そ
れ
ぞ
れ
学
び
ま
し
た
。出
来
上
が

る
ま
で
の
過
程
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
つ

一
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

３
月
は
、
川
湯
学
級
が
13
日
に
川
湯
ふ

る
さ
と
館
で
、
弟
子
屈
学
級
が
21
日
に
公

民
館
で
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。学
ん
だ

こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
閉

講
式
と
な
り
ま
し
た
。

▼
４
月
の
生
き
が
い
講
座

　

�

平
成
25
年
度
開
講
式「
学
ぶ
意
欲
を
持

と
う
」

�

弟
子
屈
学
級
／
４
月
11
日
㈭　

公
民

館
講
堂

�

川
湯
学
級
／
４
月
19
日
㈮　

川
湯
ふ

る
さ
と
館

児
童
生
徒
作
品
展
覧
会
を
開
催

　

弟
子
屈
町
児
童
生
徒
作
品
展
覧
会
が
、

２
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
展
で
は
、
町
内
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
授
業
で
作
成

し
た
作
品
、４
０
０
点
以

上
を
展
示
。展
示
期
間
中

に
は
授
業
の
一
環
と
し

て
、自
分
た
ち
や
他
の
学

校
の
児
童
生
徒
が
作
っ

た
作
品
を
見
学
に
来
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

児童も作品を見学

「生きがい講座」で学んでいます

川湯学級のおひなさま作り（左）と弟子屈学級のマフラー作り（右）

ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
体
験
講
座

　

ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
体
験
講
座
が
２
月

16
日
、
23
日
の
２
回
に
わ
た
り
、
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
20
人
が
参
加
。講
師
の
武
田

千
鶴
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ペ
ン

ケ
ー
ス
作
り
に
挑
戦
し
、
ア
イ
ヌ
文
様
の

刺
し
ゅ
う
を

学
び
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ

た
色
鮮
や
か

で
す
て
き
な

作
品
は
、
公

民
館
の
ロ
ビ

ー
で
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

講師の武田さん（中央）の指導を受けながら

摩
周
多
夢
窯「
陶
芸
」教
室

　

公
民
館
講
座
で
も
人
気
の
あ
る
、
摩
周

多
夢
窯「
陶
芸
」教
室
が
２
月
18
日
、
公
民

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
32
人
が
参
加
。窯
元
の
平
出

隆
子
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
陶
芸

に
挑
戦
し
、

お
皿
や
カ

ッ
プ
、
茶

わ
ん
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か

な
作
品
を

完
成
さ
せ

ま
し
た
。

平出先生（左）に手ほどきを受ける参加者

　

摩
周
粉
料
理
講

座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
申
し

込
み
が
多
く
、
急

き
ょ
３
月
15
日
、

19
日
の
２
回
に
分
け
て
実

施
。17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
役
場
の
石
塚
員
可

管
理
栄
養
士
。摩
周
そ
ば
粉

や
摩
周
ポ
ー
ク
な
ど
地
場
産

食
材
を
使
い
、
ガ
レ
ッ
ト
や

ギ
ョ
ー
ザ
を
作
り
ま
し
た
。

町食育推進会議・公民館連携講座

摩周粉料理講座を開催

地場産の食材を使って楽しく料理

公
民
館
ロ
ビ
ー
展

　

３
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、
川
湯
小
学

校
４
年
生
に
よ
る「
更
科
源
藏
さ
ん
の
こ

と
勉
強
し
た
よ
！
」展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。更
科
源
藏
氏
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
学
習
風
景

の
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
〜
19
日
に
は
、
町
内
在
住
・

黒
瀧
重
子
さ
ん
の
手
作
り
し
お
り
展
を

開
催
。和
紙
や
切
り
紙
な
ど
で
作
ら
れ
た

色
鮮
や
か
な
し
お
り
が
、
ロ
ビ
ー
を
明
る

く
し
ま
し
た
。

▼
４
月
の
ロ
ビ
ー
展

�

摩
周
多
夢
窯「
陶
芸
」講
座
受
講
生
作
品

展
／
４
月
８
日
㈪
ま
で
開
催

�

布
絵
サ
ー
ク
ル
展
／
４
月
11

日
㈭
〜
23
日
㈫

�

川
湯
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
企
画
展
／
４
月
25
日

㈭
〜
５
月
21
日
㈫

ロビー展で学習の成果を披露 30
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町の話題
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　ちいむら主催の
「東日本大震災復興
支援day」が３月10日、
川湯駅前交流センタ
ーで行われました。
　ガーデンレストラ

ンなどを営む川湯ビレッジ内で、語学スクール「ちいむら」を
営む池上圭子さんが、11日で震災から２年を迎えることか
ら川湯駅前自治会などと連携して初めて企画したチャリテ
ィーバザー。地域の方などが訪れ、出品された品を手にした
り、スタッフと交流したりしました。出品された品は、町内
はもとより、全国各地から寄せられたものです。収益金は被
災地のあしなが育英会に全額寄附されました。

３月10日

チャリティーバザーで被災地のあしなが育英会へ寄附

ちいむら東日本大震災復興支援day

　消費生活の基礎
知識についての講
話が２月20日、弟
子屈高校（宮嶋衛
次校長）で行われま
した。
　今春、社会へと

巣立つ３年生を対象に行われたものです。日本司法支援セ
ンター釧路地方事務所（法テラス釧路）所属の阿相裕隆弁護士
が「契約の意味と消費者について」と題して講話を行いました。
法テラスとは、法的トラブル解決を支援するため、国によっ
て設立された法務省所管の公的法人です。身近な事例を用
いた説明に、生徒は熱心に聴き入っていました。

社会人になる前に消費生活学ぶ

法テラス弁護士が弟高３年生に講話

　釧路人権擁護委員協
議会主催の人権教室が
２月26日、昭栄小学校
（奥田泰朗校長）で開催さ
れました。同校では４年
ぶりの開催です。

　講師に東北海道子どもの人権専門委員の石川征支朗さ
ん、畠山典子さん、弟子屈町人権擁護委員の朝日英明さんを
迎え、同協議会が作製した人権かるたを楽しみながら、人権
と思いやりの心、優しい心の大切さについて学びました。
　子どもの人権教室は、いじめなどの問題が深刻化する中、
全国的な広がりを見せていて、釧路管内では全ての市町村
で開催されています。

思いやりの心と優しい心を大切に

昭栄小学校で人権教室

生
徒
を
前
に
講
話
を
行
う
阿
相
弁
護
士

さ
ま
ざ
ま
な
品
が
並
ん
だ
バ
ザ
ー

２月26日

２月20日

　町内の小・中学生を対
象とした、川湯エコミュ
ージアムセンター主催
の自然体験活動「もりの
パレット探検隊！」第６

回が３月16日、小学生26人が参加して行われました。
　「ほんとは身近な川湯の森」を年間テーマに掲げ、季節や内
容を変えて実施された６回シリーズも、この日が最終回。写
真を見ながら、過去５回で体験した箸作りや草木染め、ヤマ
ブドウジャムや飾り炭を作った活動などを振り返りまし
た。参加した子どもたちは、森を歩いてみた様子やそのとき
に接した植物の感触、におい、味などを懐かしそうに思い出
していました。

３月16日

　町自衛隊協力会
（八幡豊行会長）と
町自衛隊父兄会（岩
崎忠夫会長）主催の
弟子屈町自衛隊入
隊予定者激励会が
３月12日、役場委

員会室で開催されました。
　今年は、弟子屈高校を卒業した三谷守道君が入隊を予定
しています。八幡会長のあいさつ、德永町長や自衛隊関係者
の激励の後、岩崎自衛隊父兄会長から記念品が手渡されま
した。三谷君は「弟子屈で育ったことを誇りに、立派な社会人
となるようで頑張りたい」と、決意も新たに語りました。

３月12日

か
る
た
取
り
に
熱
中
す
る
児
童

決
意
を
述
べ
る
三
谷
君

あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ね

新たな旅立ちを祝福

自衛隊入隊予定者の激励会
川湯の森に親しんだ１年を振り返る

小・中学生向け体験活動「もりのパレット探検隊」

　

絵
本
の
会「
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
」（
笹
島

久
美
代
表
）の
皆
さ
ん
が
、毎
週
土
曜
日
に

図
書
館
で
開
催
し
て
い
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
会
が
、１
千
回
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
１
千
回
目
の
読
み
聞
か
せ

会
は
３
月
９
日
。こ
の
日
は「
お
は
な
し
は

ら
っ
ぱ
１
千
回
記
念
お
楽
し
み
会
」と
し
て
、

く
す
玉
を
割
っ
て
の
お
祝
い
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。お
楽
し
み
会
で
は
、通
常
の
読

み
聞
か
せ
に
加
え
て
大
型
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
ほ
か
、
カ
ー
ド

と
ス
タ
ン
プ
を
使
っ
た
指
遊
び
を
集
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
会
は
１
９
９
１（
平
成
３
）年
７
月
設

立
。子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
素
晴
ら
し
さ

や
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
、
保
育
士
や
教

師
、
主
婦
な
ど
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
結

成
さ
れ
ま
し
た
。図
書
館
で
の
読
み
聞
か

せ
の
ほ
か
、
小
学
校
を
訪
問
し
て
の
読
み

聞
か
せ
、
町
が
行
う
９
・
10
カ

月
児
相
談
で
の
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
近
年
で
は
、

古
本
市
を
開
催
し
て
収
益
金

で
児
童
書
を
図
書
館
に
寄
贈

し
た
り
、図
書
館
の
図
書
整
理

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
な

ど
、活
動
内
容
が
地
域
貢
献
へ

と
拡
大
。こ
れ
ら
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、２
０
０
１
年
に
は
道

読
書
推
進
運
動
協
議
会
表
彰

を
、２
０
０
９
年
に
は
全
国
優

良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。

読み聞かせ続けて22年
絵本の会「おはなしはらっぱ」が1,000回突破

郷司さんが全国で優秀賞
第52回全国青年農業者会議

　

２
月
28
日
か
ら
３

月
１
日
に
か
け
て
東

京
都
で
開
か
れ
た
第

52
回
全
国
青
年
農
業

者
会
議
で
、
弟
子
屈

町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
郷

司
幸
広
さ
ん
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表（
土

地
利
用
型
作
物
部
門
）

で
優
秀
賞
の
農
林
水

産
経
営
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
は
、
農
業
青
年

で
構
成
す
る
団
体
。

郷
司
さ
ん
は
摩
周
そ

ば
の
生
産
者
で
、
同
ク
ラ
ブ
員
と
協
力
し

な
が
ら
、
ソ
バ
の
最
適
な
収
穫
時
期
の
算

出
方
法
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、
摩
周
そ
ば
独
特
の
青
み
と
香
り
を
両

立
す
る
収
穫
期
は
、
積
算
温
度
１
千
２
０

０
～
１
千
４
０
０
度
が
目
安
と
分
析
。こ

の
研
究
結
果
を
、
１
月
に
札
幌
市
で
行
わ

れ
た
道
青
年
農
業
者
会
議
で
発
表
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発-

　

研
究
結
果
は
摩
周
そ
ば
生
産
組
合
に
報

告
さ
れ
、
収
穫
期
の
目
安
と
し
て
採
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。郷
司
さ

ん
は「
優
秀
賞
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
受
賞
し
た

も
の
で
、う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。今
後
も
、

摩
周
そ
ば
の
魅
力
を
高
め
る
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

喜びの報告を行う郷司さん（左から２人目）

記念すべき1,000回目の読み聞かせに聴き入る子どもたち



34

information

35

information

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
実
施

　

平
成
25
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。縦

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、期
間
厳
守
の

上
、税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
の
は
、

本
人
か
委
任
状
を
お
持
ち
の
代
理
人

の
方
に
限
り
ま
す
。縦
覧
さ
れ
る
方

を
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な

ど
）と
、印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼�

期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日

㈮（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）の

８
時
45
分
〜
17
時
30
分

▼
場
所
／
役
場
税
務
課

❑�
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
税
務
課
課

税
係
☎
４
８
２
‐
２
９
１
４（
課
直

通
）ま
で
。

春
の
環
境
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
予
定
に
つ
い
て

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
環
境
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
て
し
か
が
５
月
号
で
あ
ら

た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

▼�

春
の
名
木
ツ
ア
ー
／
５
月
中
旬

▼�

摩
周
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
／
６

月
上
旬

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
環
境
生
活

課
環
境
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
４

（
課
直
通
）ま
で
。

公
共
工
事
発
注
見
通
し

な
ど
を
公
表
し
ま
す

　

町
で
は
、
入
札
に
付
す
る
全
て
の

工
事
や
業
務
、
物
品
の
発
注
見
通
し

を
公
表
し
ま
す
。追
加
発
注
に
な
っ

た
工
事
な
ど
や
、
公
表
し
た
工
事
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
随
時
、

閲
覧
所
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

▼
内
容

①�

平
成
25
年
度
公
共
工
事
等
発
注
見

通
し

　


工
事
／
１
３
０
万
円
以
上

　


業
務
／
50
万
円
以
上

　


物
品
／
80
万
円
以
上

②�

平
成
25
・
26
年
度
建
設
工
事
等
請

負
業
者
格
付
名
簿

▼�

期
間
／
①
②
と
も
に
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
。

▼
公
表
場
所

①�

＝�

役
場
２
階
閲
覧
所
と
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

②�

＝
役
場
２
階
閲
覧
所

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
総
務
課
総

務
係
☎
４
８
２
‐
２
９
１
２（
課
直

通
）ま
で
。

町
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

今
年
も「
町
民
農
園
」が
５
月
中
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
交

流
の
場
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
農

作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

場
所
／
摩
周
３
丁
目
４
８
８
‐
８

　
　
　
（
日
産
弟
子
屈
店
裏
）

▼�

区
画
面
積
／
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍（
19
区
画
）

▼�

使
用
期
間
／
５
月
中
旬
〜
10
月
下

旬
▼
使
用
料
／
１
区
画
３
千
円（
年
間
）

▼�

対
象
／
定
期
的
に
農
園
を
使
用
・

管
理
で
き
る
方
。

▼�

募
集
期
間
／
４
月
８
日
㈪
〜
４
月

26
日
㈮

▼�

申
し
込
み
方
法
／
役
場
農
林
課
・

川
湯
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
役
場
農
林
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
農
林
課
農
政
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。

中
小
企
業
大
学
校
で
研

修
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校
は
、国
の

中
小
企
業
施
策
に
基
づ
い
て
設
立
さ

れ
た
人
材
育
成
機
関
で
す
。独
立
行
政

法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海

道
本
部
の
管
轄
下
に
あ
り
、北
海
道
の

中
小
企
業
を
人
材
育
成
面
か
ら
支
援

し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
し
て

企
業
の
経
営
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

▼�

４
月
開
講
／「
建
設
業
向
け
現
場

管
理
者
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
講

座
」「
管
理
者
の
た
め
の
財
務
講
座

（
基
本
編
）」「
新
任
管
理
者
養
成
講

座（
基
本
編
）」

▼�

５
月
開
講
／「
若
手
リ
ー
ダ
ー
の

自
立
力
養
成
講
座
」「
若
手
リ
ー
ダ

ー
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
向
上
講

座
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
講
座
」「
ク
レ
ー
ム
対
応
実

践
講
座
」

▼�

６
月
開
講
／「
若
手
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座（
リ
ー
ダ
ー
へ
の
道
）」「
営
業

力
強
化
！
心
を
つ
か
む
企
画
提
案

力
」

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
中
小
企
業
大
学

校
旭
川
校（
受
託
事
業
者　

㈱
東
京

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
）☎
０
１
６
６

　

�


１
２
０
０
、UR

L
�http://w

w
w
.

　

sm
rj.go.jp/inst/asahikawa/

ま
で
。

４月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎〜全面　　休〜休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

厚岸翔洋高校宿泊研修

今月の主な行事予定
10・11日
15日

釧路江南高校宿泊研修
釧路北陽高校宿泊研修

16日
釧路湖陵高校宿泊研修18日

中標津高校宿泊研修25日
23日 武修館高校宿泊研修

日

日
区�

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

日 木水火 土 日金水火 月

木火 金 土 月日 金 土 月日木水火 火水
19

区�

分
金月 月

16 17 23 30
◎休 ◎ 休

休◎休◎休

木

３月６日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

土

（広告）

 

 今月の休館日
　（ １、２、８、９、

15、16、22、23、
30日）

10時〜17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

 小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

４月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／７、14、21、28日 　　　　　14時〜14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／③、５、⑩、12、⑰、19、、26日

14時〜14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／４、６、11、13、18、20、25、27日

14時〜14時45分

　　　※全て送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／３、10、17、24日　　　 10時30分〜11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／５、12、19、26日　　　　　 19時〜19時45分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／13、14、20、21、27、28日

10時30分〜11時15分

幼児水泳教室（幼児３〜５歳）

　◇日時／14、21、28日　　　　　 10時30分〜11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／13、20、27日　　　　　 10時30分〜11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ３、４、５、７、10、11、12、13、14、17、

18、19、20、21、24、25、26、27、28日

15時〜17時

☎４８３‐２０７２
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寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
松　

橋　

米　

子　

様（
高
栄
１
）

　

▼
現
金　

３
万
円�

　

�

亡
夫（
松
橋
三
夫
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、町
で

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

調
理
師
試
験
を
実
施
し

ま
す

　

平
成
25
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

▼�

試
験
日
時
／
８
月
29
日
㈭　

13
時

30
分
〜
16
時

▼
試
験
地
／
釧
路
市

▼�

試
験
科
目
／
食
文
化
概
論
、
衛
生

法
規
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食

品
学
、食
品
衛
生
学
、調
理
理
論
に

つ
い
て
の
筆
記
試
験
。

▼�
願
書
受
付
期
間
／
５
月
13
日
㈪
〜

５
月
24
日
㈮

※
願
書
は
４
月
か
ら
配
布
し
ま
す
。

▼
受
験
手
数
料
／
６
千
７
０
０
円

❑�

願
書
配
布
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ

先
／
釧
路
保
健
所
保
健
行
政
室
子

ど
も
・
健
康
推
進
課
健
康
増
進
係

☎
０
１
５
４

１
２
３
３
ま
で
。

郵
便
局
へ
の
転
居
届
を

忘
れ
ず
に

　

３
月
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。お
引
っ
越
し
の
際

に
は
、お
近
く
の
郵
便
局
に「
転
居
届
」

を
出
し
て
お
く
だ
け
で
、１
年
間
、旧

住
所
宛
て
の
郵
便
物
を
新
住
所
に
無

料
で
転
送
し
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、郵
便
局
で
は
、皆
さ
ん
の
大

切
な
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
、
転
居
届
に
つ
い
て
ご
本
人
の

確
認
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
郵
便
局

☎
４
８
２
‐
２
４
４
０
ま
で
。

全
国
健
康
保
険
協
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部
の
平
成
25
年
度
保
険
料

率
は
10
・
12
％
に
据
え
置
き
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
保
険
料
率
を
上
げ
な
い
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
と
健

康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。協
会
け
ん

ぽ
で
は
、被
保
険
者（
本
人
）の
方
に
は
、

が
ん
検
診
の
内
容
を
含
む「
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
」を
、被
扶
養
者（
家
族
）

の
方
に
は
、手
軽
に
で
き
る「
特
定
健

診
」を
用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
全
国
健
康
保
険

協
会
北
海
道
支
部
☎
０
１
１
‐
７

　

�

２
６
‐
０
３
５
２（
代
表
）、U

R
L
�

http://w
w
w
.kyoukaikenpo.

or.jo/

ま
で
。

釧
路
短
大
の
履
修
生
と

聴
講
生
を
募
集

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
本
学
の
科

目
を
社
会
人
の
方
に
開
放
す
る
、
平

成
25
年
度
前
期
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

科
目
等
履
修
生
は
単
位
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。短
大
卒
業
以

上
の
方
は
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
図
書

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

24,600〜36,600円Ｈ７ ３ＬＤＫ １ 74.94㎡（２階） 　※泉団地（中層耐火３階建）
25,300〜37,700円Ｈ５ ３ＬＤＫ １ 79.19㎡（３階） 　※泉団地（中層耐火３階建）
15,100〜22,500円Ｓ53 ３ＤＫ １ 59.92㎡（３階） 　※みはらし台団地（中層耐火４階建）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて決定
します。
▶受付期間／４月２日㈫〜４月９日㈫（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／４月下旬〜５月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとお
りです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶軽自動車税　　　　４月30日㈫

町税などの納期限

夜間納税窓口を開設
　日中、仕事などで役
場に来られない方々
のために、次の日程で
『夜間納税窓口』を開設
します。ぜひ、ご利用
ください。
▶開設日／４月24日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先／役場税務課
　☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

　☆６日／『ふうちゃんおさんぽ』　ほか２冊

　☆13日／『ねんねんのはら』　ほか２冊

　☆20日／『ついてきてね』　ほか２冊

　☆27日／『ボールがひとつ』　ほか２冊

テーマ 『ともだちいっぱいつくろうよ』

○時間／午後１時～　　○場所／弟子屈町図書館

おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！�みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ４月

館
司
書
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
・
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
ほ
か
、
免
許
や
資
格

の
取
得
も
可
能
で
す
。

▼�

選
考
方
法
／
科
目
等
履
修
生
、
聴

講
生
と
も
に
書
類
選
考

▼
定
員
／
若
干
人

▼�

申
し
込
み
方
法
／
所
定
の
志
願
票

に
記
入
し
て
、
郵
送
か
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼�

申
し
込
み
締
め
切
り
／
４
月
19
日

㈮
必
着

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧

路
短
期
大
学
教
務
・
学
生
課（
釧
路

市
緑
ヶ
岡
１
‐
10
‐
42
）☎
０
１
５

　

４

５
１
２
４
ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
４
月
14
日
㈰　

10
時
〜
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地�

金
森
ビ
ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
４
月
12
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
畑　
　
　

光　

昭　

様（
東
京
都
）

　

▼
現
金　

５
万
円�

　

�

一
般
寄
附（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）

❑
山　

﨑　

徳　

藏　

様（
熊
牛
原
野
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

亡
妻（
山
﨑
絢
子
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、町
で

活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
丸　

山　

清　

春　

様（
鈴
蘭
４
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

亡
母（
丸
山
キ
ヨ
）が
生
前
、
倖
和
園

で
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、

倖
和
園
利
用
者
の
た
め
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。

❑
㈲
谷
口
種
苗
農
園

　
　

代
表
取
締
役　

谷
口�

洋
一
郎　

様

　

▼
現
金　

12
万
円�

　

�

一
般
寄
附（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）

❑
弟
子
屈
町　

睦
会

　
　

会
長　

金
子　

ひ
で
子　

様

　

▼
絵
本「
ち
こ
く
姫
」ほ
か
６
冊�

　

�

図
書
資
料
の
充
実
に

5,300〜 7,800円Ｓ47 ２ＤＫ １ 37.18㎡　　　 　川湯駅前団地（簡易耐火平屋建）
13,100〜19,600円Ｓ58 ３ＤＫ １ 63.71㎡　　　 　川湯駅前団地（簡易耐火平屋建）
17,300〜25,800円Ｈ３ ２ＤＫ １ 59.99㎡（１階） 　※緑団地（中層耐火４階建）

30,000円Ｈ６ １ＤＫ ２ 47.40㎡（２・３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）
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日 月 火 水 木 金 土

１２３４５６

７８９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30
■問い合わせ先／健 康 保健福祉課☎482-2935・町 民 町民課☎482-2934・税務 税務課☎482-2914・開 放 おひさま保育園☎482-2444・子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

昭和の日

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

健
 康 特定健診・がん検
　診（福祉センター・
  6:00～／13:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

健
 康 特定健診・がん検診（福
　祉センター・6:00～）
開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動開
　放日「０～３歳｣（川湯
　駅前交流センター・
  9:30～11:30）
税 務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～）

健
 康 特定健診・がん検
　診（福祉センター・
  6:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保育
　 園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診
　（福祉センター・
  9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉セ
　ンター・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」
　（福祉センター・
  14:30～）

健
 康 特定健診・がん検
　診（川湯農村セン
　ター・6:00～／美
　留和会館・8:30～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

主な予定を掲載しています

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
  10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放日「０～３歳｣
　（川湯駅前交流セ
　ンター・9:30～11
  :30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30））

健
 康 特定健診・がん検
　診（川湯農村セン
　ター・6:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
税 務 軽自動車税納期
　限
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【
２
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

８
、０
８
３
人　
（　
　
　

�

８
）

　
　
　

男　

３
、８
３
８
人　
（　
　
　

�

３
）

　
　
　

女　

４
、２
４
５
人　
（　
　
　

�

５
）

●
世
帯
数　

３
、９
７
４
世
帯（　
　
　

�

５
）

　

小
野�

隆た
か

輝き

ち
ゃ
ん�

男�

（
春
香
）高
栄
４

　

小
野�

隆た
か

斗と

ち
ゃ
ん�
男�
（
春
香
）高
栄
４

　

金
子�

綺き

咲さ
き

ち
ゃ
ん�

女�
（
高
志
）川
湯
駅
前
１

　

川
島　

政
美
さ
ん（
62
歳
）高
栄
１

　

黒
川　

サ
キ
さ
ん（
94
歳
）桜
丘
３

　

山
﨑　

絢
子
さ
ん（
79
歳
）熊
牛
原
野

　

藤
野
ウ
タ
子
さ
ん（
80
歳
）川
湯
温
泉
１

▼
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
子
ど

も
た
ち
は
学
年
が
１
つ
増
え
、
あ
る
い

は
新
た
な
学
び
や
へ
と
巣
立
っ
て
い
き

ま
す
。別
れ
と
新
し
い
出
会
い
、そ
の
よ

う
な
社
会
を
経
験
し
な
が
ら
子
ど
も
は

成
長
し
て
い
き
ま
す
が
、
さ
て
自
分
は

ど
う
だ
ろ
う
か
？
後
退
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
、
涙
線
も
ゆ
る
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。役
場
も
、課
や
係
の
名

称
や
人
が
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。新

た
な
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ

う
、
ク
ラ
ス
替
え
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
秋
山
）

▼
４
月
の
人
事
異
動
で
、
企
画
財
政
課

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。５
年

間
、広
報
に
携
わ
り
、卒
業
式
や
運
動
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。不
慣
れ
な
取
材
、写
真
撮
影
で
ご

迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し
く
取
材

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。長
い
間
、大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
岡
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生とお悔やみは、2/1～2/28に町に届け出をされた方のうち、掲載を
希望された方のみ掲載しています。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春の火災予防運動を実施します

　春の火災予防運動の一環として、
摩周丘幼稚園幼年消防クラブ・関係
団体・消防職団員が市街地を徒歩パ
レードし、町民の皆さんに風船やテ
ィッシュを配りながら「火の用心」を呼び掛けます。

▼日時／４月21日㈰　10時～11時　※雨天時中止
▼場所／摩周駅前金川スタンド～役場駐車場

　春は空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季です。
　消防では、町民の皆さん一人一人の防火意識の向上と普及を目的として、全道一斉に春の火災予防運動を実施します。

❑運動期間／４月20日㈯〜４月30日㈫
※�火災予防運動期間中、町内全域を対象に巡回広報を行います。

〈防火徒歩パレード〉

髙
たか

橋
はし

　大
たい

我
が

�ちゃん 村
むら

上
かみ

　蓮
れん

�ちゃん

大丈夫ですか？住宅用火災警報器の電池切れ
　住宅用火災警報器の設置義務化から数年が経ち、年
数経過による電池切れの報告が多数寄せられています。
　住宅用火災警報器の電池は、乾電池式のもので１～
２年、リチウム電池式のもので約10年もつといわれて
いますが、いざという時に電池切れで作動しないとい
うことになってはいけないので、１カ月に１度の定期
的な点検を行いましょう。「よく分からない」「自分では
電池交換できない」などといった場合には、住宅用火災
警報器の購入店や消防にお問い合わせください。


